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一

　

本
稿
で
紹
介
・
翻
刻
す
る
「
冬
基
卿
記
」
は
、
茶
道
宗
徧
流
不
審
庵
が
所
蔵
す
る
、

江
戸
時
代
前
期
の
公
家
、
醍
醐
冬
基
の
日
次
記
で
あ
る
。

　

記
主
の
冬
基
は
、
正
保
五
年
（
一
六
四
八
）
六
月
十
四
日
、
時
の
関
白
一
条
昭
良

の
次
男
と
し
て
生
ま
れ
た
（
（
（

。
幼
名
を
二
郎
君
（
次
郎
君
）
と
い
い
、
母
は
一
条
家
に

仕
え
る
女
房
で
あ
っ
た
。

　

冬
基
の
父
昭
良
は
、
実
は
後
陽
成
天
皇
の
第
九
皇
子
で
あ
り
、
嗣
子
の
い
な
い
一

条
内
基
の
養
子
と
な
り
同
家
を
相
続
し
た
人
物
で
あ
っ
た
（
（
（

。
そ
う
し
た
出
自
的
背
景

も
影
響
し
た
の
か
、
昭
良
に
は
当
時
「
我
ま
ゝ
な
仁
」
と
い
う
評
価
が
あ
っ
た
（
（
（

。
彼

は
承
応
元
年
（
一
六
五
二
）
八
月
四
日
に
落
飾
し
恵
観
と
号
す
る
が
、
一
条
家
の
家

領
（
一
〇
一
九
石
余
）
の
半
分
を
自
身
の
隠
居
分
と
し
、
家
督
を
長
男
の
教
輔
に

譲
っ
た
後
も
一
条
家
に
お
い
て
相
変
わ
ら
ず
大
き
な
存
在
感
を
も
ち
続
け
た
。
そ
う

し
た
中
、
冬
基
は
昭
良
が
年
と
っ
て
か
ら
生
ま
れ
た
子
で
あ
っ
た
た
め
（
冬
基
の
誕

生
は
昭
良
四
十
四
歳
の
時
）、
父
の
寵
愛
を
す
こ
ぶ
る
受
け
た
よ
う
で
あ
る
。
十
歳

の
頃
に
は
、
当
主
で
あ
る
兄
教
輔
の
嫡
子
弁
君
（
後
の
一
条
内
房
、
慶
安
五
年

〈
一
六
五
二
〉
生
）
に
代
わ
り
、
冬
基
が
一
条
家
を
相
続
す
る
の
で
は
な
い
か
と
の

観
測
も
な
さ
れ
る
ほ
ど
で
あ
っ
た
（
（
（

。

　

し
か
し
、
隠
居
し
て
か
ら
も
一
条
家
の
家
政
に
影
響
力
を
及
ぼ
し
、
浪
費
に
よ
っ

史
料
紹
介茶

道
宗
徧
流
不
審
庵
所
蔵
「
冬
基
卿
記
」

松　
　

澤　
　

克　
　

行

て
同
家
の
財
政
を
窮
迫
さ
せ
る
昭
良
を
、
排
除
し
よ
う
と
す
る
動
き
が
起
き
る
。
教

輔
の
御
台
所
で
あ
る
輝
子
の
父
、
備
前
岡
山
藩
主
の
池
田
光
政
が
、
天
樹
院
（
徳
川

秀
忠
女
、
千
姫
、
光
政
正
室
の
母
）
や
幕
閣
に
相
談
を
し
、
一
条
家
の
不
正
常
な
状

態
の
解
決
に
向
け
て
乗
り
出
し
た
の
で
あ
る
（
（
（

。
そ
の
結
果
、
万
治
二
年
（
一
六
五
九
）

の
暮
、
教
輔
の
隠
居
と
引
き
替
え
に
弁
君
が
一
条
家
を
相
続
し
、
一
条
家
の
家
領
収

入
は
、
昭
良
・
冬
基
の
分
と
、
教
輔
・
輝
子
・
弁
君
の
分
と
に
折
半
さ
れ
、
金
銭
の

遣
り
取
り
を
す
る
こ
と
が
禁
止
さ
れ
た
（
（
（

。
更
に
そ
の
翌
年
、
幕
府
は
昭
良
の
家
政
へ

の
発
言
も
禁
止
し
、
一
条
家
本
邸
か
ら
彼
が
洛
北
の
西
賀
茂
に
営
ん
だ
山
荘
へ
引
き

移
る
よ
う
命
じ
た
（
（
（

。
そ
し
て
こ
の
時
、
当
時
十
二
歳
で
あ
っ
た
冬
基
も
、
父
と
と
も

に
西
賀
茂
へ
居
を
転
ず
る
こ
と
と
な
り
、
こ
れ
以
後
、
彼
は
同
地
で
成
長
す
る
。

　

寛
文
十
二
年
（
一
六
七
二
）
二
月
十
二
日
、
父
の
昭
良
が
薨
ず
る
と
、
そ
の
遺
言

に
よ
り
、
西
賀
茂
山
荘
な
ど
の
家
財
や
昭
良
が
蓄
積
し
た
文
書
類
な
ど
は
冬
基
に
譲

ら
れ
た
（
（
（

。
し
か
し
、
既
に
二
十
五
歳
と
い
う
年
齢
に
な
っ
て
は
い
た
が
、
冬
基
は
い

ま
だ
首
服
も
遂
げ
ず
無
位
無
官
の
身
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
彼
は
朝
廷
に
出
仕
す

る
こ
と
も
で
き
ず
、
公
家
社
会
で
の
地
位
は
一
条
家
の
部
屋
住
に
し
か
過
ぎ
な
か
っ

た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
冬
基
の
身
の
上
を
心
配
し
た
の
は
、
一
条
家
の
当
主
で
冬

基
の
従
兄
弟
で
も
あ
る
内
房
で
あ
っ
た
。
内
房
は
延
宝
二
年
（
一
六
七
四
）
の
末
頃
、

当
時
の
朝
廷
に
お
け
る
実
質
的
な
主
で
あ
り
冬
基
の
伯
父
で
も
あ
る
後
水
尾
法
皇

に
、
彼
の
処
遇
に
つ
い
て
内
々
相
談
を
し
た
（
（
（

。
そ
の
結
果
、
冬
基
は
法
皇
の
計
ら
い
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に
よ
り
、
同
年
の
十
一
月
二
十
一
日
、
二
十
七
歳
に
し
て
初
め
て
位
階
（
正
五
位
下
）

に
叙
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
（
（1
（

。
彼
が
元
服
し
、
幼
名
の
二
郎
君
を
改
め
て
「
冬
基
」

と
名
乗
る
こ
と
に
な
っ
た
の
も
、
こ
の
時
で
あ
る
。
法
皇
は
ま
た
、
内
房
の
願
い
に

よ
り
、
冬
基
に
官
職
も
与
え
一
家
を
立
て
さ
せ
よ
う
と
し
た
。
叙
位
の
翌
月
、
十
二

月
十
四
日
に
は
、
①
称
号
（
家
名
）
は
高
野
・
今
小
路
・
今
村
の
い
ず
れ
か
に
す
る

の
が
よ
い
で
あ
ろ
う
こ
と
、
②
た
だ
し
、
以
前
（
寛
永
期
）、
九
条
家
の
分
家
と
し

て
松
殿
家
を
再
興
し
摂
関
家
の
一
つ
と
し
た
こ
と
が
あ
る
が
、
そ
の
後
旧
記
を
繙
い

て
見
て
い
る
と
、
摂
関
家
を
五
家
に
限
定
す
る
の
は
、
藤
原
氏
の
氏
神
を
祀
る
春
日

大
社
の
五
社
に
配
し
て
の
こ
と
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
そ
れ
な
の
に
新
た
に
一

家
を
付
け
加
え
て
し
ま
っ
た
た
め
、
神
慮
に
よ
り
松
殿
家
は
一
代
で
断
絶
す
る
と
い

う
結
果
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
冬
基
の
家
を
摂
関
家
と
す
る
こ
と
は

無
用
で
あ
る
こ
と
、
な
ど
を
仰
せ
出
し
、
京
都
所
司
代
永
井
尚
庸
と
の
交
渉
を
武
家

伝
奏
の
日
野
弘
資
・
中
院
通
茂
に
命
じ
て
い
る
（
（1
（

。

　

も
っ
と
も
、
法
皇
の
命
を
受
け
た
武
家
伝
奏
両
人
は
慎
重
で
あ
り
、
新
家
を
立
て

る
こ
と
に
つ
い
て
は
ひ
と
ま
ず
措
い
て
お
き
、
ま
ず
は
称
号
を
付
け
さ
せ
た
い
と
い

う
こ
と
だ
け
に
し
て
交
渉
し
た
方
が
よ
い
で
あ
ろ
う
と
、
後
水
尾
法
皇
に
返
答
し
て

い
る
（
（1
（

。
し
か
し
、
慎
重
を
期
し
た
の
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
年
が
明
け
て
か
ら
交
渉
を

初
め
て
み
る
と（
（1
（

所
司
代
の
反
応
は
冷
や
や
か
で
あ
り
、
新
た
に
称
号
を
与
え
る
な
ど

と
い
う
こ
と
は
お
や
め
に
な
る
の
が
よ
ろ
し
い
で
し
ょ
う
。
し
か
し
、
法
皇
の
甥
に

あ
た
る
人
物
の
こ
と
な
の
で
、
一
応
江
戸
の
幕
閣
に
申
し
送
る
こ
と
に
し
ま
し
ょ

う
、
と
い
っ
た
あ
し
ら
い
で
あ
っ
た
（
（1
（

。
や
が
て
江
戸
か
ら
も
、

　
　

巳
刻
向
永
井
伊（
尚
庸
）州
、
昨
日
申
遣
左
兵
衛
了
、
言
談
、（
中
略
）

　
　

一、�一
条
殿
二（
冬
基
）郎
君
、
牧
野
佐（
成
親
）州
時
・
内（
板
倉
重
矩
）

膳
正
時
不
可
然
行
跡
共
也
、
不
被
取
立

不
事
欠
之
由
申
来
云
々
、

と
い
う
よ
う
に
、
冬
基
を
取
り
立
て
る
必
要
は
な
い
と
の
返
答
が
届
き
（
（1
（

、
彼
に
一
家

を
立
て
さ
せ
よ
う
と
し
た
後
水
尾
法
皇
・
一
条
内
房
の
目
論
見
は
頓
挫
す
る
こ
と
と

な
っ
た
。
右
の
記
事
で
注
目
さ
れ
る
の
は
、
江
戸
の
幕
閣
が
反
対
し
た
理
由
と
し
て
、

冬
基
に
「
牧
野
佐
州
時
・
内
膳
正
時
不
可
然
行
跡
共
」
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
が
挙

げ
ら
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。
牧
野
成
親
と
板
倉
重
矩
は
と
も
に
元
京
都
所
司
代
で
あ

り
、
牧
野
は
承
応
三
年
（
一
六
五
四
）
十
一
月
二
十
八
日
か
ら
寛
文
八
年

（
一
六
六
八
）
五
月
二
十
三
日
ま
で
、
板
倉
は
そ
の
後
任
と
し
て
同
年
六
月
十
一
日

か
ら
寛
文
十
年
（
一
六
七
〇
）
二
月
ま
で
、
そ
れ
ぞ
れ
在
任
を
し
て
い
る
。
前
述
し

た
一
条
家
の
内
紛
が
起
き
た
の
は
牧
野
の
所
司
代
在
職
時
で
あ
り
、
家
督
問
題
の
火

種
が
（
彼
自
身
の
意
志
は
別
と
し
て
）
冬
基
の
存
在
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、「
牧
野

佐
州
時
」
の
「
不
可
然
行
跡
共
」
と
は
そ
の
こ
と
を
指
す
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
も
っ

と
も
、
板
倉
の
在
職
時
に
は
、
前
述
の
通
り
一
条
家
の
内
紛
は
一
応
解
決
を
し
て
お

り
、「
内
膳
正
時
不
可
然
行
跡
共
」
が
何
を
指
し
て
い
る
の
か
は
詳
ら
か
で
な
い
。

あ
る
い
は
、
現
存
す
る
諸
公
家
の
日
記
に
は
記
事
が
欠
け
る
も
の
の
、
冬
基
本
人
、

あ
る
い
は
存
命
中
の
父
昭
良
に
、
幕
府
の
忌
避
に
触
れ
る
な
に
が
し
か
の
行
い
が

あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
冬
基
は
幕
府
か
ら
要
注
意
人
物
と

し
て
見
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
そ
の
翌
年
の
延
宝
四
年
（
一
六
七
六
）
四
月
三
日
に
京
都
所
司
代
が
永

井
か
ら
戸
田
忠
昌
に
交
替
す
る
と
、
後
水
尾
法
皇
は
再
び
冬
基
取
り
立
て
の
こ
と
を

新
所
司
代
に
申
し
入
れ
る
（
（1
（

。
法
皇
か
ら
の
重
ね
て
の
申
し
入
れ
と
、
徳
川
家
出
身
の

女
院
東
福
門
院
（
徳
川
秀
忠
女
、
和
子
）
か
ら
口
入
が
あ
っ
た
こ
と
に
よ
り
（
（1
（

、
こ
の

度
は
幕
府
も
態
度
を
転
換
さ
せ
た
。
延
宝
六
年
（
一
六
七
八
）
三
月
二
十
七
日
、
冬

基
に
醍
醐
の
称
号
が
勅
許
さ
れ
、
二
十
九
日
に
は
従
四
位
下
に
昇
叙
さ
れ
る
と
と
も

に
右
近
衛
権
少
将
の
官
に
任
ぜ
ら
れ
た
（
（1
（

。
家
格
は
摂
関
家
に
次
ぐ
清
華
家
と
さ
れ
、

幕
府
か
ら
三
百
石
の
家
領
が
宛
行
わ
れ
た
（
（1
（

。
冬
基
は
三
十
一
歳
に
し
て
晴
れ
て
一
家

の
当
主
と
な
り
、
よ
う
や
く
一
人
前
の
公
家
と
し
て
公
武
か
ら
認
め
ら
れ
た
の
で
あ

る
。
そ
の
後
、
彼
は
正
二
位
・
権
大
納
言
に
ま
で
昇
進
し
、
子
供
も
二
男
（
醍
醐
冬

煕
・
徳
大
寺
公
全
）
一
女
と
恵
ま
れ
、
朝
廷
・
公
家
社
会
で
大
過
な
く
歳
月
を
送
っ
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た
。
晩
年
は
中
風
を
患
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
り
（
（2
（

、
元
禄
十
年
（
一
六
九
七
）
七
月

十
四
日
に
薨
じ
た
。
享
年
五
十
歳
で
あ
っ
た
。

二

　

本
日
記
は
、
昭
和
四
十
六
年
（
一
九
七
一
）、
京
都
の
古
書
肆
竹
僊
堂
か
ら
、
先

代
の
宗
徧
流
家
元
で
あ
る
四
方
斎
宗
匠
が
購
入
し
た
も
の
で
あ
る
。
宗
徧
流
は
、
そ

れ
に
先
だ
つ
昭
和
三
十
四
年
（
一
九
五
九
）、
一
条
昭
良
か
ら
冬
基
に
伝
え
ら
れ
た

西
賀
茂
山
荘
の
数
寄
屋
を
醍
醐
家
か
ら
譲
り
受
け
、
鎌
倉
の
家
元
邸
内
に
移
築
し
て

い
る
（
（2
（

。
そ
う
し
た
縁
か
ら
、
醍
醐
冬
基
の
日
記
に
つ
い
て
も
後
年
、
購
入
す
る
こ
と

に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
な
お
、
本
日
記
は
宗
徧
流
で
は
「
醍
醐
冬
基
卿
日
記
」
と
呼

ば
れ
て
い
る
が
、
本
史
料
紹
介
に
お
い
て
は
、
一
般
的
な
学
術
的
命
名
法
に
従
い

「
冬
基
卿
記
」
と
し
た
。

　

冬
基
の
日
記
は
、
管
見
の
範
囲
で
は
宗
徧
流
が
購
入
し
た
も
の
の
ほ
か
、
も
う
一

本
の
存
在
が
確
認
さ
れ
る
。『
思
文
閣
古
書
資
料
目
録
』
第
四
十
八
号
（
昭
和

四
十
二
年
）
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
、
延
宝
三
年
分
の
「
醍
醐
冬
基
自
筆
日
記
」
二
冊

が
そ
れ
で
あ
る
（
（2
（

。
宗
徧
流
所
蔵
本
と
と
も
に
、
醍
醐
家
か
ら
巷
間
に
流
出
し
た
も
の

で
あ
ろ
う
。
も
っ
と
も
、
こ
ち
ら
の
日
記
が
そ
の
後
ど
こ
の
所
有
に
帰
し
た
の
か
は

不
明
で
あ
り
、
現
在
冬
基
の
日
記
で
実
物
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
、
今
回
紹
介

す
る
宗
徧
流
所
蔵
の
も
の
だ
け
で
あ
る
。

　

本
日
記
の
記
載
期
間
は
、
延
宝
二
年
（
一
六
七
四
）
の
八
月
二
十
三
日
か
ら
十
二

月
十
一
日
ま
で
の
四
ヶ
月
ほ
ど
で
あ
る
。
中
途
半
端
な
日
付
か
ら
始
ま
っ
て
い
る

が
、
表
紙
に
冬
基
の
字
で
「
八
月
廿
三
日
」
と
注
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
前
欠

で
は
な
く
、
な
ん
ら
か
の
事
情
で
こ
の
日
か
ら
の
書
き
出
し
と
な
っ
た
も
の
で
あ
る

こ
と
が
わ
か
る
。『
思
文
閣
古
書
資
料
目
録
』
に
掲
載
さ
れ
て
い
た
延
宝
三
年
の
冬

基
の
日
記
が
一
年
分
で
二
冊
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
延
宝
二
年
に
つ
い
て
も
正

月
か
ら
八
月
二
十
三
日
以
前
ま
で
の
日
記
が
別
に
一
冊
、
乃
至
二
冊
あ
っ
た
も
の
と

思
わ
れ
る
。
現
状
を
観
察
す
る
と
、
全
丁
、
ノ
ド
に
あ
た
る
箇
所
に
余
白
が
あ
る
こ

と
か
ら
、
冊
子
体
に
な
っ
た
状
態
で
日
記
が
書
か
れ
た
こ
と
が
窺
え
る
。
す
な
わ
ち

冬
基
は
、
冊
子
の
頭
か
ら
書
き
始
め
、
月
の
切
れ
目
な
ど
は
考
慮
せ
ず
、
紙
数
が
尽

き
た
ら
次
の
冊
子
に
書
き
継
ぐ
と
い
う
日
記
の
つ
け
か
た
を
し
て
い
た
の
で
は
な
か

ろ
う
か
。
そ
の
た
め
、
本
冊
は
中
途
半
端
な
日
付
か
ら
始
ま
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で

は
な
い
か
と
い
う
こ
と
を
、
仮
説
と
し
て
記
し
て
お
く
こ
と
と
す
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
本
日
記
は
元
来
、
同
類
の
古
記
録
に
多
く
見
ら
れ
る
竪
紙
を
袋
綴
に

し
た
冊
子
体
で
あ
っ
た
が
、
宗
徧
流
に
購
入
さ
れ
た
後
、
綴
じ
を
解
か
れ
て
一
丁
ず

つ
広
げ
ら
れ
、
周
囲
に
め
く
る
た
め
の
余
白
を
付
加
し
た
裏
打
ち
を
施
し
（
口
絵
参

照
）、
ク
ロ
ス
装
の
外
表
紙
を
付
け
て
横
長
の
冊
子
状
に
装
丁
し
直
さ
れ
て
い
る
。

冊
子
体
で
あ
っ
た
時
の
方
寸
は
、
縦
三
〇
・
四
セ
ン
チ
、
横
二
二
・
九
セ
ン
チ
と
推
定

さ
れ
る
。
料
紙
は
楮
紙
で
、
丁
数
は
原
表
紙
を
含
め
全
て
十
九
丁
で
あ
る
。
白
紙
で

も
う
一
丁
、
裏
表
紙
の
あ
っ
た
可
能
性
も
あ
る
が
、
確
認
は
で
き
な
い
。

　

な
ぜ
日
記
の
原
態
を
留
め
ず
に
こ
の
よ
う
な
処
置
が
な
さ
れ
た
の
か
と
い
う
と
、

そ
れ
は
十
九
丁
全
て
に
紙
背
文
書
が
あ
る
た
め
で
あ
る
。
紙
背
文
書
は
、
十
八
通
が

諸
方
よ
り
一
条
昭
良
ま
た
は
家
臣
に
宛
て
ら
れ
た
書
状
（
消
息
、
披
露
状
）
類
で
あ

り
、
一
通
は
進
物
の
目
録
と
思
わ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
昭
良
が
薨
じ
た
後
、
山
荘
に

あ
っ
た
こ
れ
ら
の
書
状
類
も
冬
基
に
伝
わ
り
、
日
記
の
料
紙
と
し
て
用
い
ら
れ
る
こ

と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
十
八
通
の
書
状
の
差
し
出
し
は
次
の
通
り
で
あ
る
（
分
類

内
の
列
記
は
後
掲
の
翻
刻
順
）。

【
皇
族
】

光
子
内
親
王
（
林
丘
寺
門
跡
、
朱
宮
、
後
水
尾
天
皇
皇
女
、
一
条
昭
良
の
姪
、

冬
基
の
従
姉
妹
）
一
通

【
幕
府
関
係
者
】

大
沢
基
将
（
旗
本
、
高
家
）
一
通
／
酒
井
忠
清
・
阿
部
忠
秋
（
連
署
、
共
に
老

中
）
一
通
／
松
平
信
綱
（
老
中
）
一
通
／
徳
川
頼
房
（
水
戸
藩
主
）
一
通
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【
大
名
】

池
田
光
政
（
備
前
岡
山
藩
主
、
一
条
昭
良
嫡
男
教
輔
の
岳
父
）
二
通
／
池
田
興

輝
（
後
の
綱
政
、
池
田
光
政
嫡
子
）
一
通
／
伊
達
秀
宗
（
伊
予
宇
和
島
藩
主
）

一
通
／
池
田
光
仲
（
因
幡
鳥
取
藩
主
、
池
田
光
政
の
従
兄
弟
）
一
通

【
禅
僧
】

江
雲
宗
龍
（
大
徳
寺
一
八
四
世
）
一
通

【
そ
の
他
】

米
田
是
長
（
熊
本
細
川
家
臣
）
一
通
／
池
田
行
成
（
岡
山
池
田
家
臣
か
）
一
通

／
某　

五
通
（
内
、
仮
名
消
息
二
通
）

　

日
記
を
購
入
し
た
宗
徧
流
で
は
こ
れ
ら
の
紙
背
文
書
の
重
要
性
も
認
識
し
、
冊
子

を
解
体
し
て
一
紙
ご
と
に
開
き
、
裏
打
ち
も
極
々
薄
い
紙
を
用
い
、
筆
跡
が
透
視
で

き
る
よ
う
に
工
夫
を
施
し
た
の
で
あ
る
。
た
だ
し
、
冬
基
が
日
記
の
料
紙
と
し
て
再

利
用
す
る
際
、
サ
イ
ズ
ダ
ウ
ン
の
た
め
書
状
の
上
下
や
左
右
を
裁
断
し
て
お
り
、
そ

の
た
め
墨
付
き
の
部
分
も
切
除
さ
れ
て
し
ま
っ
た
も
の
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
。
ま
た

虫
損
が
甚
だ
し
い
箇
所
も
多
々
あ
る
た
め
、
判
読
困
難
な
箇
所
が
少
な
く
な
い
（
上

図
参
照
）。

　

な
お
、
現
在
の
横
長
の
冊
子
状
に
装
丁
し
直
さ
れ
た
際
、
十
五
丁
目
と
十
六
丁
目

の
順
序
が
先
後
逆
に
な
っ
て
綴
じ
ら
れ
て
し
ま
い
、
錯
簡
が
生
じ
て
い
る
。
今
回
は
、

こ
の
錯
簡
を
正
し
て
翻
刻
し
た
。

三

　

本
日
記
の
記
載
期
間
は
、
ち
ょ
う
ど
冬
基
が
初
め
て
叙
爵
さ
れ
る
前
後
の
時
期
に

当
た
り
、
本
文
に
も
そ
の
間
の
様
子
が
記
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
十
一
月
十
九

日
に
、
後
水
尾
法
皇
よ
り
位
階
の
願
い
を
申
し
上
げ
る
よ
う
命
ぜ
ら
れ
、
洛
中
の
一

条
家
本
邸
へ
赴
き
内
房
と
名
字
に
つ
い
て
相
談
を
し
て
い
る
。
翌
廿
日
、
院
参
し
て

法
皇
に
御
礼
を
申
し
上
げ
て
い
る
が
、
こ
の
時
、
小
折
紙
に
認
め
る
名
字
の
勘
考
を

光子内親王消息　「冬基卿記」原表紙紙背文書　一条恵観（昭良）宛
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儒
道
の
家
で
あ
る
高
辻
家
に
命
じ
て
も
ら
い
た
い
と
願
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
冬
基

に
と
っ
て
叙
位
の
話
し
は
急
な
も
の
だ
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
そ
し
て
、

二
十
一
日
に
は
い
よ
い
よ
、
高
辻
豊
長
が
勘
考
し
た
「
冬
基
」
名
で
申
正
五
位
下
の

小
折
紙
を
差
し
出
し
即
日
勅
許
を
得
、
直
ち
に
西
賀
茂
か
ら
出
京
し
て
法
皇
に
御
礼

を
申
し
上
げ
、
そ
の
喜
び
を
「
大
慶
ノ
段
、
難
□〔
尽
〕筆

」
と
記
し
て
い
る
。
翌
廿
二
日

か
ら
廿
四
日
ま
で
は
、
叙
位
の
関
係
者
や
出
入
り
の
者
た
ち
に
祝
儀
を
遣
わ
し
て
い

る
が
、
官
位
を
帯
び
た
と
は
い
え
、
い
ま
だ
一
条
家
の
部
屋
住
で
し
か
な
い
た
め
か
、

冬
基
に
公
家
衆
か
ら
祝
儀
が
贈
ら
れ
た
記
事
は
、
本
家
の
一
条
家
以
外
に
は
見
え
な

い
。
二
十
三
日
に
は
口
宣
案
が
届
け
ら
れ
、
二
十
五
日
に
は
、
元
服
を
機
に
新
た
に

作
ら
せ
た
の
で
あ
ろ
う
、
万
蔵
院
と
い
う
僧
侶
を
召
し
て
花
押
（
本
日
記
の
表
紙
に

据
え
ら
れ
た
も
の
か
）
を
勘
え
さ
せ
て
い
る
。
そ
し
て
、
十
二
月
三
日
に
は
、
再
び

一
条
家
本
邸
で
内
房
と
称
号
（
家
名
）
の
相
談
を
し
て
い
る
様
子
が
見
え
る
。

　

ま
た
、
記
主
の
冬
基
が
部
屋
住
の
身
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
本
日
記
は
公
家
の
部

屋
住
が
ど
の
よ
う
な
生
活
を
送
っ
て
い
た
の
か
を
知
る
上
で
参
考
に
な
る
史
料
で
あ

る
。
部
屋
住
と
い
え
ば
、
厄
介
者
扱
い
さ
れ
恵
ま
れ
な
い
人
生
を
送
っ
た
こ
と
が
連

想
さ
れ
る
。
実
際
、
公
家
の
部
屋
住
に
つ
い
て
の
そ
う
し
た
実
態
も
近
年
豊
富
に
発

掘
・
紹
介
さ
れ
て
い
る
が
（
（2
（

、
本
日
記
に
見
え
る
冬
基
の
日
常
生
活
か
ら
は
そ
う
し
た

暗
さ
は
感
じ
ら
れ
な
い
。
朝
廷
に
出
仕
し
て
い
な
い
の
で
公
務
は
な
い
が
、
皇
族
や

一
条
家
関
係
者
の
ほ
か
、
禅
僧
や
連
歌
師
な
ど
と
交
遊
を
繰
り
広
げ
、
賑
や
か
な
毎

日
で
あ
る
。
出
自
の
よ
さ
や
、
父
恵
観
か
ら
譲
り
受
け
た
家
財
が
あ
る
な
ど
、
そ
れ

な
り
に
経
済
的
基
盤
が
あ
っ
た
た
め
で
あ
ろ
う
。

　

ま
た
、
冬
基
の
住
居
で
あ
る
西
賀
茂
の
山
荘
は
、
一
条
恵
観
が
趣
向
を
凝
ら
し
て

造
営
さ
せ
た
も
の
と
し
て
、
当
時
か
ら
有
名
だ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
後
年
、
享
保

十
四
年
（
一
七
二
九
）
三
月
二
十
八
日
に
は
、
霊
元
法
皇
が
修
学
院
へ
御
幸
し
た
際

に
立
ち
寄
り
、
そ
の
意
匠
の
見
事
さ
に
感
嘆
し
て
い
る
が
（
（2
（

、
本
日
記
に
も
十
月
十
九

日
の
条
に
、
文
智
女
王
・
近
衛
基
熈
・
一
乗
院
宮
真
敬
入
道
親
王
・
青
蓮
院
宮
尊
證

入
道
親
王
ら
が
山
荘
に
足
を
運
び
、
居
間
に
至
る
ま
で
見
物
を
し
た
記
事
が
見
え

る
。

四

　

そ
れ
で
は
以
下
に
、「
冬
基
卿
記
」
の
本
文
と
紙
背
文
書
の
翻
刻
を
掲
げ
る
。
翻

刻
に
際
し
て
の
凡
例
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

一
、
翻
刻
に
際
し
て
は
原
則
と
し
て
常
用
漢
字
を
用
い
、
読
点
と
並
列
点
を
適

宜
加
え
た
。
変
体
仮
名
は
「

」「

」「

」「

」「

」「
者
」「

」
以

外
は
通
用
の
平
仮
名
と
し
た
。

一
、
本
文
の
傍
に
校
訂
註
を
適
宜
付
し
た
。
文
字
に
関
す
る
註
記
は
〔　

〕
で
、

そ
の
他
参
考
・
説
明
の
た
め
の
註
記
は
（　

）
で
示
し
た
。

一
、
虫
損
な
ど
に
よ
り
判
読
不
能
な
箇
所
は
、
そ
の
文
字
数
を
計
り
□
や

な
ど
で
示
し
た
。
文
字
数
が
定
か
で
な
い
場
合
は

の
よ
う
に
示
し
た
。

残
画
や
前
後
の
文
脈
な
ど
か
ら
文
字
が
推
定
さ
れ
る
場
合
は
、
□
な
ど
の
傍

に
註
記
し
た
。

一
、
抹
消
さ
れ
た
文
字
は
そ
の
左
傍
に
〻
を
付
し
た
。
塗
抹
に
よ
り
判
読
不
能

な
場
合
は
、
そ
の
文
字
数
を
計
り
■
や

■
な
ど
で
示
し
た
。

一
、
重
ね
書
き
の
箇
所
は
、
訂
正
さ
れ
た
結
果
の
文
字
を
本
文
に
採
り
、
そ
の

文
字
の
左
傍
に
元
の
文
字
数
に
相
当
す
る•

を
付
し
た
。

一
、
敬
意
を
表
す
欠
字
・
平
出
は
こ
れ
を
残
し
た
。
両
者
と
も
一
字
空
き
で
こ

れ
を
示
し
、
後
者
の
場
合
の
み
（
平
出
）
と
註
記
し
た
。

一
、
日
記
本
文
中
に 

」
で
丁
替
わ
り
の
箇
所
を
示
し
、
欄
外
に 

（1 オ） 

（1 ウ） 

な
ど
丁

数
と
そ
の
表
裏
を
標
記
し
た
。

一
、
紙
背
文
書
は
、
原
本
の
改
行
を
特
に
示
さ
ず
追
い
込
み
と
し
た
。
形
態
が

折
紙
の
場
合
、
折
り
返
し
の
箇
所
を 

」
で
示
し
た
。
折
紙
の
表
裏
を
行
き

来
し
て
書
か
れ
て
い
る
も
の
は
、
そ
の
箇
所
に
（
折
裏
）（
表
ニ
返
ル
）
と
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註
記
し
た
。

　

な
お
、
末
筆
に
な
る
が
、「
冬
基
卿
記
」
及
び
そ
の
紙
背
文
書
の
調
査
・
翻
刻
・

紹
介
を
特
別
に
御
許
可
く
だ
さ
っ
た
、
山
田
宗
徧
家
元
（
幽
々
斎
宗
匠
）
と
茶
道
宗

徧
流
不
審
庵
に
、
記
し
て
感
謝
申
し
上
げ
た
い
。

註（1
）		

「
醍
醐
家
譜
」（
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
所
蔵
）。

（
2
）		

『
お
湯
殿
の
上
の
日
記
』
（九）
（
是
澤
恭
三
校
訂
、
続
群
書
類
従
補
遺 

三
、
続
群
書

類
従
完
成
会
、
昭
和
九
年
）
慶
長
十
四
年
正
月
二
十
五
日
の
条
。
な
お
昭
良
は
初
名

兼
遐
。
寛
永
十
二
年
（
一
六
三
五
）
九
月
四
日
に
昭
良
と
改
名
。
慶
安
五
年

（
一
六
五
二
）
八
月
四
日
に
出
家
し
恵
観
と
号
し
て
い
る
。
本
稿
で
は
煩
雑
を
避
け
る

た
め
、
昭
良
で
統
一
し
た
。

（
3
）		

『
池
田
光
政
日
記
』（
藤
井
駿
・
水
野
恭
一
郎
・
谷
口
澄
夫
編
、
山
陽
図
書
出
版
、

昭
和
四
十
二
年
）
承
応
三
年
正
月
十
九
日
の
条
。

（
4
）		

『
池
田
光
政
日
記
』
万
治
元
年
九
月
十
六
日
の
条
。

（
5
）		

そ
の
経
緯
に
つ
い
て
は
、
久
保
貴
子
「
江
戸
時
代
に
お
け
る
公
武
婚
姻
─
池
田
輝

子
を
事
例
と
し
て
─
」（『
岡
山
地
方
史
研
究
』
六
十
八
、
平
成
四
年
）
を
参
照
。

（
6
）		

『
池
田
光
政
日
記
』
万
治
二
年
十
二
月
四
日
の
条
。

（
7
）		

『
池
田
光
政
日
記
』
万
治
三
年
五
月
十
二
日
の
条
。

（
8
）		

昭
良
の
遺
言
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
一
条
恵
観
公
の
人
と
時
代
」
6
（『
知
音
』

五
八
一
、
平
成
十
九
年
）
を
参
照
。

（
9
）		

「
中
院
通
茂
日
記
」（
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
所
蔵
自
筆
原
本
）
延
宝
二
年
十
二
月

十
四
日
の
条
（
記
事
は
後
掲
註
（
11
）
に
掲
出
）。
同
記
の
記
主
中
院
通
茂
は
、
当
時

武
家
伝
奏
の
任
に
あ
っ
た
。

（
10
）		

「
中
院
通
茂
日
記
」
延
宝
二
年
十
一
月
二
十
一
日
の
条
に
、
次
の
よ
う
な
記
事
が
見

え
る
。梅（

共
方
、後
水
尾
法
皇
近
臣
）

小
路
入
来
、
先
日
仰
、
一
条
禅
閤
兼〻
二（冬基

）男
、
雖
無
有
付
、
先
叙
爵
被
申
可
然
之

昭
良
、

由
被
仰
之
、
近
日
小
折
紙
於
被
献
者
可
汰
〔
沙
脱
〕之
間
、
可
沙
汰
之
由
也
、
今
日⃝

小

折
紙
持
参
日
（
弘
資
、武
家
伝
奏
）

野
了
、
可
沙
汰
之
由
也
、
其
後
自
日
野
使
、
可
参　

内
之
由
也
、

仍
参　

内
、
一
条
殿
二
男
叙
爵
之
事
申
入
了
、冬
基
、
則
付
頭（
万
里
小
路
淳
房
）

弁
披
露
之
、　

勅
許

也
、
参　

法（
後
水
尾
法
皇
）

皇
、
申
其
由
、

（
11
）		

「
中
院
通
茂
日
記
」
延
宝
二
年
十
二
月
朔
日
の
条
と
十
四
日
の
条
に
、

自
内（
一
条
内
房
）

府
有
状
、
行
向
之
処
言
談
、

二（
冬
基
）郎
君
恵（一
条
昭
良
）

観
二
男
也
、
内
々
申　

法（
後
水
尾
法
皇
）

皇
、
頼
入
之
由
申
上
了
、
仍
先
従・
五
位
下
被　

仰
出
、
又
称
号
・
官
之
事
可
有
御
沙
汰
頼
入
之
由
也
、
被
仰
合
了
、

　
　

そ
し
て
、

参
内
、　

法（
後
水
尾
法
皇
）

皇
御
幸
、（
中
略
）
此
次
兼（一条

昭
良
）
昭
公
二（
冬
基
）男
、
内
々
内（
一
条
内
房
）
府
頼
申
之
由
被
申
、

仍
先
日
先
叙
爵
被
為
申
了
、
称
号
之
事
先
可
被
付
歟
、

　

高
野　
　

今
小
路　
　

今
村
唯
今
之
居
所
之
由
也
、

摂
家
建
立
之
段
者
無
用
歟
、
先
年
松
殿
再
興
已
後
御
覧
旧
記
之
処
、
摂
家
可
限

五
家
、
配
春
日
五
社
之
由
也
、
果
不
宜
、
必
無
用
歟
之
由
被
仰
云
々
、 

日（
弘
資
）野

、

此
事
先
可
相
談
伊（
永
井
尚
庸
）

賀
守
歟
之
由
申
、
尤
之
由
仰
也
、

　
　

と
い
う
記
事
が
見
え
る
。

（
12
）		

「
中
院
通
茂
日
記
」
延
宝
二
年
十
二
月
二
十
二
日
の
条
に
、
次
の
よ
う
な
記
事
が
見

え
る
。巳

刻
参　

内
、
午
刻　

法（
後
水
尾
上
皇
）

皇
御
幸
、
参
御
前
、（
中
略
）
此
次
一（
昭
良
）条
殿
二（
冬
基
）男
称
号

之
事
仰
也
、
唯
称
号
被
付
度
之
由
計
可
相
談
伊（
永
井
尚
庸
）

賀
守
歟
之
由
申
入
了
、

（
13
）		

「
中
院
通
茂
日
記
」
延
宝
三
年
正
月
十
日
の
条
。

（
14
）		

「
中
院
通
茂
日
記
」
延
宝
三
年
正
月
十
三
日
の
条
に
、
次
の
よ
う
な
記
事
が
見
え
る
。

巳
刻
向
日（
弘
資
）野

、
同
道
向
伊（
永
井
尚
庸
）

州
、（
中
略
）

一、�一
条
殿
禅（
昭
良
）閤

二（
冬
基
）男

去
々
年
被
召　

法（
後
水
尾
上
皇
）

皇
、
殊
外
生
長
、当
年
廿
八
才
、
先
叙
爵
可
被

申
之
由
仰
、
去
年
一
階
被
申
了
、
又
称
号
被
付
可
然
歟
之
由
被
仰
之
旨
談
了
、

伊
州
返
答
、
先
被
指
止
可
然
之
由
申
度
存
候
、
然
　

法
皇
御
甥
也
、
仍
難
申

之
、
先
承
了
、
可
被
申
遣
江
戸
歟
之
躰・
・也
、

（
15
）		

「
中
院
通
茂
日
記
」
延
宝
三
年
三
月
四
日
の
条
。

（
16
）		

「
定
誠
公
記
」（
栗
田
文
庫
所
蔵
謄
写
本
、
閲
覧
は
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
架
蔵
写

真
帳
に
よ
る
）
延
宝
五
年
閏
十
二
月
十
四
日
の
条
に
、
次
の
よ
う
な
記
事
が
見
え
る
。

梅
小
路

正

〔
遐
〕

（
×
由
也
）
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向
越（

戸
田
忠
昌
）
前
守
亭
、（
中
略
）

一、�一
条
殿
次（
冬
基
）郎

君
新
家
相
続
之
事
、 　

法（
後
水
尾
法
皇
）

皇　

仰
之
趣
申
入
之
処
、
先
承
旨
被

申
、
新
家
之
例〔
列
〕・

清
花
例〔
列
〕

被
仰
付
之
旨
申
入
了
、

　

な
お
、
記
主
の
花
山
院
定
誠
は
当
時
武
家
伝
奏
を
勤
め
て
い
た
。

（
17
）		

『
徳
川
実
紀
』
第
六
編
（
黒
板
勝
美
編
、
新
訂
増
補
国
史
大
系
、
吉
川
弘
文
館
、
昭

和
六
年
）
延
宝
六
年
四
月
八
日
の
条
（
記
事
は
後
掲
註
（
19
）
に
掲
出
）。

（
18
）		

「
醍
醐
家
譜
」（
前
掲
註
（
1
））。
同
書
の
冒
頭
に
は
、
花
山
院
定
誠
の
公
務
記
録

か
ら
抜
き
書
き
し
た
次
の
よ
う
な
記
事
が
見
え
る
。

延
宝
六
年
三
月
廿
七
日
、

二
郎冬基
卿
御
名

君
参　

内
已
後
‐
‐
‐
中
略
、
今
日
醍
醐
称
号
之
事
被
仰
出
、
醍
醐

月

輪
関
白
兼（
九
条
）実
末
子
太
政
大
臣
良（
九
条
）平
公
ノ
号
也
、
故
以
一
家
之
号　

勅
許
也
、

　
　

右
、
花
山
院
定
誠
公
伝
奏
役
中
直
留
見
ユ
、

（
19
）		

『
徳
川
実
紀
』
第
六
編
（
前
掲
註
（
17
））
延
宝
六
年
四
月
八
日
の
条
に
は
、

女（
徳
川
和
子
、東
福
門
院
）

院
の
御
旨
に
よ
り
。（
中
略
）
醍
醐
少
将
冬
基
朝
臣
に
清
華
に
列
す
る
に
よ
り

て
。
三
百
石
た
ま
ふ
。

　
　

と
あ
り
、
公
家
日
記
で
は
、『
堯
恕
法
親
王
日
記
』
二
（
妙
法
院
史
研
究
会
編
、
妙
法

院
史
料
第
二
巻
、
吉
川
弘
文
館
、
昭
和
五
十
二
年
）
延
宝
六
年
四
月
三
日
の
条
に
、

一
条
禅
閤
恵（
昭
良
）観

息
二
郎冬基
、公

、
数
年
新
家
望
た
り
と
い
へ
と
も
、
年
来
難
調
之
処
、�

今
度
武（
花
山
院
定
誠
・
千
種
有
能
）

家
伝
奏
江
戸
下
向
之
時
、
従
武
家
領
地
三
百
石
被
寄
之
よ
し
申
来
之
間
、

則
新
家
称
号
有
仰
出

、
称
号
醍
醐
、
同
日
四
品
少
将
勅
許

、
予
年
来

申
談
之
間
、
今
日
為
祝
義
人
遣
之
、両
樽
一
種
、

　
　

と
見
え
る
ほ
か
、「
基
熈
公
記
」（
陽
月
文
庫
所
蔵
自
筆
原
本
）
延
宝
六
年
四
月
二
日

の
条
に
関
連
記
事
が
あ
る
。。

（
20
）		

「
醍
醐
家
譜
」（
前
掲
註
（
1
））。

（
21
）		

冬
基
の
嗣
子
冬
煕
に
よ
り
「
止
観
亭
」
と
名
付
け
ら
れ
た
こ
の
数
寄
屋
は
、
昭
和

三
十
九
（
一
六
六
四
）
年
に
国
の
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
、
現
在
に
至
る
ま
で
茶

道
宗
徧
流
不
審
庵
の
努
力
に
よ
り
修
理
・
保
存
・
管
理
さ
れ
て
い
る
。

（
22
）		

「
延
宝
三
年
記
録
、
紙
背
消
息
、
和
大
二
冊
」
と
い
う
簡
単
な
書
誌
情
報
の
ほ
か
、

表
紙
と
本
文
見
開
き
一
カ
ッ
ト
ず
つ
の
小
さ
な
モ
ノ
ク
ロ
写
真
が
、
図
版
と
し
て
掲

載
さ
れ
て
い
る
。
筆
跡
は
茶
道
宗
徧
流
不
審
庵
所
蔵
本
と
同
筆
で
あ
る
。

（
23
）		

松
田
敬
之
『
次
男
坊
た
ち
の
江
戸
時
代
─
─
公
家
社
会
の 

〟厄
介
者
〝』（
歴
史
文

化
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
、
吉
川
弘
文
館
、
平
成
十
九
年
）。

（
24
）		

「
元
陵
御
記
」（
列
聖
全
集
編
纂
会
編
『
列
聖
全
集
』
御
撰
集
一
、
列
聖
全
集
編
纂
会
、

大
正
四
年
）。
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〔
翻
刻
　
冬
基
卿
記
〕

（
原
表
紙　

表
）

　

延
宝
二
年

　

日 

次 
記　
　
　
　
藤
原（
花
押
）

　

八
月
廿
三
日

（
原
表
紙　

裏
）

　
　
　

亜　
寅
ノ
大
小

�

（
縦
三
〇
・
四
糎
×
横
二
二
・
九
糎
）

（1オ）	

廿（
八
月
）三

日
、
雨
下
、
栗
一
ツ　

法（
後
水
尾
法
皇
）

皇
献
上
、
使
者
八（
菅
原
）郎

兵
衛
、

廿
四
日
、
陰
晴
、
雨
、
恭
印
宿
、
三
益
来
、

廿
五
日
、
陰
晴
、
無
事
、
灸
、

廿
六
日
、
晴
天
、
六（
西
本
願
寺
光
常
）

条
ゟ
文
・
鯇
一
ツ
、
便
柿
遣
、
一（
宗
什
）渓

本
復
以
後
之
礼
入
来
、

安（
河
端
）芸

墨
蹟
ヲ
見
ス
ル
処
、
正
筆
之
由
、
添
状
可
調
旨
被
申
也
、

廿
七
日
、
陰
晴
、
将（
藤
木
）監

来
、
灸
、
右（
粟
津
）近

私
出
京
、

　
　

廿
一
渓
ゟ
墨
蹟
添
状
来
、

八
日
、
曇
、
将（
藤
木
）監

帰
、
木
練
一
ツ
一（
内
房
）条

殿
贈
、

　
　

里
村
昌
純
為
移
還
之
祝
義
、
備
前
焼
手
水
鉢
・
鯇
二
ツ
遣
、
河
端
安
芸
秉

燭
来
、�

」

（1ウ）	

　
　

内
々
之
墨
蹟
添
状
共
安
芸
相
渡
也
、
壱
如
持
参
、

廿
九
日
、
曇
、
夜
入
賀
茂
吉
来
、
今
日
登
山
、
初
松
蕈
三
本
取
、
其
外
山
十

本
計
出
来
、

晦
日
、
曇
、
河
端
安
芸
墨
蹟
添
状
之
礼
芳（
一
渓
宗
什
）

春
へ
行
、
右（
粟
津
）近
相
添
遣
、
申
刻
計

両
人
同
道

て
大
徳
寺
ゟ
帰
、
景
経
者
秉
燭
帰
京
、
今
日
竹
切
、
図（
山
本
）書
針

治
、
又
夜
入
初
腹
痛
付
、
図
書
来
宿
、

　
　
　
　

九
月
朔
日

終
日
雨
降
、
今
朝
図（
山
本
）書

帰
、
其
外
無
事
、

二
日
、
終
日
雨
降
、
霊（
祖
岸
文
舟
）

源
寺
行
テ
非
時
被
振
舞
、

（2オ）	
　
　

�

四（
奥
田
）郎
五
郎
私
出
京
、
図（
山
本
）書
来
、
針
、
昼
藤
兵
衛
方
へ
」
小
仙
人
ノ
絵
本
返

ス
、

三
日
、
終
日
雨
下
、
通
君
御
方
へ
松
蕈
、
山
本
図〔
書
脱
〕
来
、
針
治
、
四（
奥
田
）郎
五
郎
帰
山
、

四
日
、
晴
、
七
条
へ
人
遣
、
本（
東
本
願
寺
光
晴
）

門
主
へ
松
蕈
一
籠
、
弁（
一
条
昭
良
女
、東
本
願
寺
光
瑛
室
カ
）

君
御
方
へ
も
其
通
、
本

門
主
ゟ
水
仙
華
一・
莖
・
干
鯛
二
十
枚
被
越
也
、

五
日
、
晴
天
、
内（
一
条
内
房
）
大
臣
殿
ゟ
鱸
三
ツ
、
一（
宗
什
）渓
和
尚
非
時
を
振
舞
、
寿
益
相
伴
、

（
宗
什
）
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甫
首
座
・
鉄
首
座
・
長
吉
郎
供
、
献
立
、
汁
、納
豆
、
て（
田
　
楽
）

ん
か
く
、
松
た
け

納〻
う（
潮
　
煮
）

し
を
に
、
松
た
け
な
ま
す
、
七（
東
本
願
寺
光
晴
）

条
ゟ
昨
日
之
返
事
来
、�

」

（2ウ）	

六
日�
、
晴
、
今
日
ゟ
祈
祷
、
恭
印
来
宿
、
恭
印
発
句
、
家
路
わ
す
る
紅
葉

夜

の
錦
哉
、
四（
奥
田
）郎

五
郎
膳（
近
江
滋
賀
郡
）

所
へ
遣
、
讃
岐
や
新
田
之
義
付
、
手
箱
助
左
衛
門

方
迄
遣
、
松
た
け
・
鱸
一
尾
遣
、
不
白
へ
松
蕈
・
鱸
、
官
兵
衛
へ
干
鯛

十
五
遣
、
両
人
共
留
守
之
由

て
帰
也
、

七
日
、
終
日
曇
、
恭
印
同
道

て
登
山
、
松
た
け
六
十
余
、
七（
東
本
願
寺
光
晴
）

条
へ
柿
・
松
た

け
遣
、
晩
方
ゟ
雨
、

八
日
、
終
日
雨
下
、　

法（
後
水
尾
法
皇
）

皇
松
蕈
献
上
、
台
ノ
上
、
籠

て
蓋
、
使
者
四（
奥
田
）郎

五
郎
、
一（
内
房
）条
殿
へ
節
供
之
祝
義
ヲ
兼
、
松〔
蕈
脱
カ
〕

・
肴
遣
、
昌（
里
村
）程
へ
松
蕈
、
昌（
里
村
）純

（3オ）	

　
　

へ
松
蕈
、
安（
河
端
）芸

へ
松
蕈
、
新（
園
国
子
）

中
納
言
殿
へ
」
松
蕈
、
三
益
来
、

九
日
、
晴
、
一（
内
房
）条

殿
ゟ
祝
義
干
鱧
、
七（
東
本
願
寺
光
晴
）

条
へ
文
・
肴
遣
、
恵
明
院
へ
松
蕈
、
粟

津
右
近
・
玄
仙
・
前（
一
条
教
輔
）

右
府
殿
へ
松
蕈
、
宮
内
卿
へ
松
蕈
遣
、
山
登
松
蕈
取
、

山
本
図
書
来
、
針
治
、
京
へ
之
使
者
八（
菅
原
）郎
兵
衛
、

十
日
、
晴
、
本
阿
弥
光
叔
来
、
甲
斐あ
め
持
参
、

、
両
人
共
対
面
、
昌（
里
村
）純
来
、
通
君
御
方
ゟ

押
餅
、五
、
新（
後
西
上
皇
）

院
へ
松
蕈
献
上
、
六（
光
源
寺
住
持
智
秀
女
、定
子
）

条
ノ
御
局
ま
て
使
四（
奥
田
）郎
五
郎
、
里
村
昌

陸
へ
松
蕈
遣
、�

」

（3ウ）	

十
一�

日
、
終
日
曇
、
高
辻
三（
豊
長
）位
入
来
、
楠
玄
長
同
道
山
登
、
松
蕈
取
、
喜
多
川

半
右
衛
門
来
、
妙
雲
・
つ
ち
来
、
任
世
・
少
納
言
・
播
磨
・
太
郎
兵
衛
・

岡
辺
道
休
へ
松
蕈
遣
、
通
君
御
方
へ
松
蕈
進
、
一（
宗
什
）渓
ゟ
明
日
斎
之
義
延
引

状
被
越
、

十
二
日
、
陰
晴
、
東
福
寺
へ
代
参
右（
粟
津
）近
、
実
照
院
同
道

て
山
登
、
松
蕈
取
、

（4オ）	

　
　

�

未
ノ
刻
大
徳
寺
へ
廟
参
、
河
端
安
芸
・
祖（
文
舟
）岸
・
」
図（
山
本
）書
来
、
針
治
、
右
近

不
白
へ
立
寄
処
、
散
々
病
気
之
由
也
、
光（
本
阿
弥
）
叔
・
二（
本
阿
弥
光
甫
）

郎
左
衛
門
・
三（
本
阿
弥
光
達
カ
）

郎
兵
衛

へ
松
蕈
遣
、
一（
宗
什
）渓
へ
も
松
蕈
持
参
、
高
辻
宰（
豊
長
）相
ゟ
漢
和
一
巻
被
越
、
妙
雲

帰
京
、

十
三
日
、
陰
晴
、
辻
伯（
近
元
）耆

・
貞
意
・
本
光
院
・
念
阿
・
保
田
主（
孝
忠
）膳

へ
松
蕈
遣
、

一（
宗
什
）渓
ゟ
松
蕈
所
望
来
、
遣
、
神
泉
苑
へ
弁
斎
天
女
之
像
予
画
テ
遣
、
寿

貞
帰
、つ
ち
帰
、図（
山
本
）書

来
、針
、竹
入
礼
、権
十
郎
之
□
落
也
、
小
は
つ
、
鯛
一
ツ
、

鮹
三
、　

（4ウ）	

十
四�

日
、
晴
、
図（
山
本
）書

来
、
針
、
辻
伯（
近
元
）耆

昨
日
之
松
蕈
」
之
礼
来
、
主（
保
田
孝
忠
）

膳
・
二（
本
阿
弥
光
甫
）

郎
左

衛
門
同
□〔
前
カ
〕、

不
白
見
舞
四（
奥
田
）郎

五
郎
遣
、
一（
宗
什
）渓

ゟ
使
僧
、
松
蕈
・
栗
粉
餅
之

礼
、
賀
州
下
向
来
月
二
三
日
比
迄
延
引
之
由
也
、
大
嶋
義
右
衛
門
・
な

つ
・
七
・
神
泉
苑
松
蕈
遣
、
高
辻
宰（
豊
長
）相
ゟ
一
昨
日
之
返
事
取
来
、
言
伝
、

松
蕈
送
、
夜
入
大
風
、

十
五
日
、
陰
、
折
々
風
、
東（
東
本
願
寺
光
晴
）

門
主
来
、
恵
明
院
・
照
蓮
寺
同
道
、
昌（
里
村
）純

相
伴
、

粟
津
右
近
供
、
山
蕈
狩
二
百
計
□
、
三
益
来
、
辻
右（
近
詮
）兵
衛
、

十
六
日
、
晴
、
門（
東
本
願
寺
光
晴
）

跡
ゟ
昨
日
之
礼
書
状
来
、
乾
土
佐
蛤
削
持
□〔
参
カ
〕、�

」

（5オ）	

十
七�

日
、
晴
、
□
〔
堀
〕川

近（
弘
忠
）江

晩
来
、
安（
河
端
）芸

来
宿
、
正
伝
寺
へ
遊
山
、
夕
方
祖（
文
舟
）岸

、

安
芸
同
道

て
、

十
八
日
、
陰
晴
、
今
朝
ゟ
予
風
引
、
道（
岡
辺
）休
召
遣
処
、
明
晩
可
参
之
由
也
、
晩
来

雨
下
、
藤
木
将
監
来
、
追
付
帰
、
入
江
三（
則
定
）河
来
、

十
九
日
、
雨
下
、
今
日
女（
徳
川
和
子
、東
福
門
院
）

院
之
御
所
新
殿
御
移
還
之
由
也
、
八（
菅
原
）郎
兵
衛
不
白
へ

（
後
水
尾
法
皇
）

法
皇
ゟ　
　

遣
、

廿

■
饂
飩
二
拝
領
、
日
、
晴
、
岡
部〔
辺
〕道
休
来
、
予
薬
ヲ
調
合
、
今
日
ゟ
服
薬
、寧
草
湯
、
山
本
図
書

廿〻
一〻
日〻
来
、
針
、
饂
飩
一
箱
、
与
兵
衛
へ
遣
、

（5ウ）	

廿
一
日
、
晴
、
内（
一
条
内
房
）

府
今
日
御
移
徙
□〔
之
カ
〕祝
義
鱧
、一
ツ
、」
八（
菅
原
）郎
兵
衛
遣
、

廿
二
日
、
陰
晴
、
山
本
図
書
今
日
ゟ
咳
気
、
大
形
快
気
、
は
つ
・
頓
斎
・
六
・

お（
奥
田
）

く
た
四
郎
五
郎
、
実
照
院
頃
日
咳
気
故
、
つ
ち
ヲ
や
と
い
遣
処
、
早

速
来
、

廿
三
日
、
陰
、
晴
少
也
、
大
嶋
華
人
ゟ
鱧
・
赤
貝
、十
、
山
本
図
書
来
、
針
、

廿
四
日
、
陰
晴
、
山
本
図
書
針
治
、
祖（
文
舟
）岸
入
来
、
私
右（
粟
津
）近
出
京
、

七
条
鯛
一
、
来
、

©2013 Historiographical Institute(Shiryo Hensan-jo)The University of Tokyo



（　 ） 茶道宗徧流不審庵所蔵「冬基卿記」（松澤）255

廿
五
日
、
陰
晴
、
山（
図
書
）本

来
、
藤
井
播
磨
来
、
予
咳
気
故
、
無
対
面
、
妙
雲
ゟ
た

（6オ）	
　
　

�
こ
・
鯛
、
為
咳
気
見
舞
歟
、
古
筆
□
〔
八
〕兵
衛
松
蕈
遣
、
鴛
十
二
、」
小
坂

井
勘
三
郎
へ
も
同
通
、
右（
粟
津
）近

帰
山
、

廿
六
日
、
晴
天
、
岡
辺
道
休
・
賀
茂
宮
内
卿
来
、
奉
公
人
召
連
、
小
蔵
三
之
丞

こ
な
饅
頭
、
不
白
へ
見
舞
書
状
遣
、

廿
七
日
、
晴
天
、
今
朝
咳
気
快
気
故
、
寝
床
□
〔
ヲ
〕上

ル
、
弁（
一
条
昭
良
女
、東
本
願
寺
光
瑛
室
カ
）

君
御
方
ゟ
鱧
一
、・�

鯒
、二
、
本（
東
本
願
寺
光
晴
）

門
主
ゟ
使
者
、
鯛
一
、・
鱧
一
、・
菊
花
枝
莖
、
門
主
ゟ
も
腫
物
気

之
由

て
、
廿
九
日
延
引
也
、

廿
八
日
、
晴
、
山
本
図
書
来
、
針
、
清
雲
来
、

　
　

信
楽
焼
皿
、
主（
梅
辻
カ
）
計
か
ら
越
、�

」

（6ウ）	

廿
九�

日
、
晴
天
、
里
村
昌
純
来
、
植
木
堀〔
掘
〕晩

来
、
河
端
安
芸
、
七
条
へ
八（
菅
原
）郎

兵

衛
遣
、
門（
東
本
願
寺
光
晴
）

主
へ
、芋
・　
　

せ
わ
た
、
弁（
一
条
昭
良
女
、東
本
願
寺
光
瑛
室
カ
）

君
御
方
へ
柿
、
不
白
へ
せ
わ
た
・

柿
、　　

遣
、

　
　
　
　

十
月

朔
日
、
晴
、
不
白
ゟ
使
、
本
具
来
、
鱧
二
、・
餅
ノ
粉
・夜入
木
翁
、

お
こ
し
米
曲
物
、
実
照

院
觜
広
鵯
一
、・
茶
、二
袋
、
晩
来　

法（
後
水
尾
法
皇
）

皇
様
ゟ
鷹
鵯
二
・
押
餅
五
、
拝
領
、
御

使
加
川
四
郎
右
衛
門
、
恭
印
宿
、
四（
奥
田
）郎
五
郎
出
京
、

二
日
、
晴
、
不
白
へ
四（
奥
田
）郎
五
郎
見
舞
遣
、
菊
花
、
道（
岡
辺
）休
鱧
二
遣
、
恭
印
帰
京
、

（7オ）	

　
　

円（
文
智
女
王
）

照
寺
様
へ
、」（
平
出
）

 　

御
京
〔
出
脱
カ
〕
付
四
郎
五
郎
ヲ
進
上
、

三
日
、
晴
、
木
翁
斎
、
小
蔵
三
太
夫
今
日
ゟ
奉
公
、

四
日
、
晴
、
四（
奥
田
）郎
五
郎
帰
、
松
同
道
、
秉
燭
祖（
文
舟
）岸
入
来
、
松
下
兵
部
ゟ
鯛
一
尾
、

不
白
ゟ
桂
明
抄
二
□〔
冊
カ
〕被
越
、

五
日
、
朝
曇
、
晴
、
亀
・
岩
之
介
来
、
鱧
壱
尾
、
不
白
へ
鱧
二
□
〔
ツ
カ
〕、
贈
、
七
（
東
本
願
寺条

□〔文
〕遣

光
晴
）

、
御
児
へ
塩
か
ら
□
□
廿
壱
曲
物
遣
、

□〔
六
〕日
、
陰
晴
、
円（
文
智
女
王
）

照
寺
様
伺
公
、
柿
一
折
、
□〔
実
カ
〕照
院
様
へ
線
香
□〔
持
〕参
、
文
海

（7ウ）	

　
　

�

へ
梅
も
と
き

様
ノ
頼

様
へ
菊
花
」

　

女（
徳
川
和
子
、

院〔
御
カ
〕

海
一
さ
□〔
お
カ
〕□

持
参
■
■
帰
一
条
内（
内
房
）大

臣
殿
□
立
寄
、
尤
饗
、
晩

来
帰
山
、
右（
粟
津
）近
不
白
へ
遣
、
少
快
□〔
気
〕之
由
也
、
昌（
里
村
）純
ゟ
明
日
之
一
順
□〔
越
〕、

出
□〔
京
〕之

途
中

て
使
会
、
口
上

て
返
答
、
賀
州
ゟ
書
状
・
道
具
助
左
方

ゟ
返
ス
、

七
日
、
陰
晴
、
早
朝
ゟ
連
謌
、
予
発
句
、
連
衆
昌（
里
村
）純

・
昌（
里
村
）頓

・
任
世
・
恭
印
、

執
筆
北
野
随
□
、
満
座
子
ノ
上
刻
、
其
以
後
前
句
付
点
、

八
日
、
晴
、
右

（
粟
津
）□〔

近
〕私
出
京
、
秉
燭
帰
、�

」

（8オ）	

九
日�

、
晴
、
青
連〔
蓮
〕院

殿
ゟ
使
者
、
柿
・
素
麺
、
寺
井
主
税
来
、
松
同
道
、
秉
燭

素
益
、

十
日
、
晴
、
山
登
残
蕈
尋
、　

新（
後
西
上
皇
）

院
御
所
ゟ
鮭
・
鷹
之
鴨
二
、・
菊
筒
拝
領
、
御

使
者
可
被
下
候
へ
と
も
、
六
ケ
敷
可
存
候
条
、
六（
定
子
、光
源
寺
住
持
智
秀
女
）

条
ノ
御
局
ゟ
可
被
申
入

之
由

て
、
吉
田
孫
之
丞
子
来
、

十
一
日
、
晴
、
新（
後
西
上
皇
）

院
御
所
へ
昨
日
之
御
礼
四（
奥
田
）郎

五
郎
進
上
、
六（
光
源
寺
住
持
智
秀
女
、定
子
）

条
ノ
御
局
ま
て

遣
、
通
君
御
方
へ
柿
・
菊
進
、
六（
西
本
願
寺
光
常
）

条
殿
へ
素
麺
曲
物
、
不
白
夜
前
死
去
ノ

由
、
小
堀
屋
久
左
衛
門
方
ゟ
□
来
、
則
四
郎
五
郎
遣
、
祖（
文
秀
）岸
入
来
、

（8ウ）	

十
二�

日
、
晴
陰
、
恕
首
座
・
善
蔵
主
斎
、
□
〔
今
〕日
者
」
芳
春
院
造
作
付
廟
参
延

引
可
為
之
由
、
二
僧
伝
言
、　

新（
後
西
上
皇
）
院
ゟ
拝
領
之
菊
ヲ
贈
、
東
福
寺
へ
八（
菅

郎原
）
兵
衛
遣
、
晩
梅
辻
主
計
、
今
朝
四（
奥
田
）郎
五
郎
帰
、
右（
粟
津
）近
私
出
京
、
不
白�

弔
て
、

十
三
日
、
終
日
細
雨
、
祥
山
入
来
、
一（
宗
什
）渓
ゟ
醴
、
山
本
図
書
来
、
針
治
、

十
四
日
、
陰
晴
、
南
禅
寺
方
丈
不
白
贈
経
・
香
奠
三
百
疋
、
四（
奥
田
）郎
五
郎
使
遣
、

右（
粟
津
）近
私
ノ
焼
香
、
梅
辻
主
計
来
、
新（
後
西
上
皇
）

院
ゟ
拝
領
之
鴨
振
舞
、
祥
山
へ
梨
五

ツ
贈
、�

」

（9オ）	

十
五
日
、
晴
、
図（
山
本
）書
来
、
針
、

十
六
日
、
晴
、
図（
山
本
）書

・
三
益
、
主（
梅
辻
）計　

法（
後
水
尾
法
皇
）

皇
様
ゟ
御
使
、
去
方
へ
遣
之
間
、
廿

東
福
門
院
）

〔
尊
證
入
道
親
王
〕
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五
日
栗
粉
餅
献
上
可
仕
之
旨
也
、
其
付
、
御
肴
物
ノ
御
料
理
珍
敷
■
物
候

ゝ
可
申
上
之
由
、
仰
也
、
宮
内
卿
来
、

十
七
日
、
晴
、
図（
山
本
）書

、
梅
辻
主
計
御
菓
子
之
義
付
来
、
八（
菅
原
）郎

兵
衛
清
水
寺
代
参
、

鱧
・
ふ
の
や
き
、

十
八
日
、
陰
晴
、
梅
辻
主
計
、
栗
粉
餅
御
心
見
ノ
ヲ
今
日
指
上
ル
、
使
三（
小
蔵
）太

夫
、

貞
為
来
、

十
九
日
、
法（
後
水
尾
法
皇
）

皇
さ
ま
ゟ
御
使
者
、
鷹
之
鶉
七
・
寒
酒
粉
一
箱
拝
領
、
円（
文
智
女
王
）

照
寺
さ

（9ウ）	

　
　

�

ま
今
日
霊
源
寺
へ
御
成
付
、
御（
　
マ
　
ヽ
　
）

祖
吟
普
三
御
使
被
下
也
、」
温
飩
拝
領
、

其
後
霊
源
寺
へ
行円照
寺
さ
ま
・

、
近（基

熈
）衛
殿
・
一（
真
敬
入
道
親
王
）

乗
院
殿
・
一
〔
衍
〕清〔
青
〕蓮

院
殿
、
是
御
両
所
者

始
御
知
人
成
、
円
光
院
ゟ
実
照
院
ヲ
被
喚
、
霊
源
寺

て
対
顔
、
実
照
・

予
霊
源
寺
留
テ
、
其
留
主
予
屋
敷
居
間
迄
各
御
見
物
、
松（
池
田
綱
政
）

平
伊
与〔
予
〕守

ゟ
使
者
田
中
安
左
衛
門
、

　

「
近
（
補
書
）衛

殿
へ
盛
籠
遣
、」

廿
日
、
陰
晴
、
松（
池
田
綱
政
）

平
伊
与〔
予
〕守
へ
四（
奥
田
）郎
五
郎
遣
、
芳
春
院
鉄
首
座
少
内
談
之
義
付
、

竜
興
院
ゟ
鱒
ノ
子
一
桶
、

（10オ）	

廿
一�

日
、
陰〻
晴
、
一（
真
敬
入
道
親
王
）

門
様
ゟ
御
使
藤
田
平
六
、
海
素
麪
、」
昨
日
者
始
得
御

意
忝
段
、
申
遣
也
、

廿
六
日
、
晴
、
昌（
里
村
）陸
来
、
池
尻
中
〔
前
脱
〕納
言
ゟ
昨
日
之
返
答
、
使
者
柳
瀬
半
介
、�

聖（
道
寛
入
道
親
王
）

門
主
御
使
児
玉
左
近
対
面
、
藤
木
将
監
来
宿
、

廿
七
日
、
図（
山
本
）書
来
、
針
治
、　

法（
後
水
尾
法
皇
）

皇
様
ゟ
梅
戻
御
所
望
故
、
池
塘
ノ
上
木
ヲ
堀〔
掘
〕、

進
上
、
夜
入
大
風
、
家

倒
ノ
様
覚
、
夢
覚
、
人
々
不
審
也
、
但
暫
之
事
、

廿
八
日
、
陰
晴
、
昌（
里
村
）陸
薬
所
望
越
〔
申
脱
カ
〕付
、
松
・
躑
躅
取
越
、
今
晩
灸
治
、�

」

（10ウ）	

廿
九
日
、
晴
天
、
里
村
昌
純
、
将（
藤
木
）監
帰
、

卅
日
、
終
日
雨
、
一（
宗
什
）渓
□〔
見
〕舞
遣
、
鉄
首
座
へ
菊
生
一
瓶
遣
、
三（
小
蔵
）太
夫
私
出
京
、

（
尊
證
入
道
親
王
）

（
共
孝
）

〔
顛
〕

　
　
　
　

十
一
月

朔
日
、
晴
、
夕
陽
曇
、
入
江
耕
斎
暫
時
対
談
、
其
後
実
照
院
同
道

て
正
伝
寺

へ
行
、
樫
を
取
、
四（
奥
田
）郎

五
郎
七（
東
本
願
寺
光
晴
）

条
へ
遣
、
宮
内
卿
見
舞
、
藤
兵
衛
義
藤
九

郎
尋
遣
、
お
か
た
帰
、

（11オ）	

二
日�

、
陰
晴
、
或
時
雨
、
栄
寿
来
、
た
こ
一
ツ
持
参
、」
瑞
岩
来
、
章
句
、
品（
常
子
内
親
王
）

宮
御

煩
付
、
四（
奥
田
）郎

五
郎
遣
、
法（
後
水
尾
法
皇
）

皇
様
へ
御
見
舞
進
上
、
新（
園
国
子
）

中
納
言
殿
・
近（
基
熈
）衛

殿
・
円（
文
智
女
王
）

照
寺
様
へ
も
御
見
舞
遣
、
四
郎
五
郎
夜
入
帰
、

三
日
、
初
雪
霏
々
、
其
後
時
雨
、
栄
寿
帰
京
、
三（
小
蔵
）太

夫
帰
、

四
日
、
終
日
雨
、
貞
意
来
宿
、
夜
入
図（
山
本
）書

来
、
針
治
、
昌（
里
村
）陸

□〔
方
〕ゟ

薬
所
望

申
越
、
□
塊
ノ
薬
歟
、

五
日
、
陰
晴
、
時
々
時
雨
、
円（
文
智
女
王
）

照
寺
様
八（
菅
原
）郎

兵
衛
遣
、
品（
常
子
内
親
王
）

宮
様
疱
瘡
御
様
窺
、」

（11ウ）	

六
日
、
陰
晴
、
時
々
雨
、
貞
意
帰
京
、
円（
文
智
女
王
）

照
寺
様
ゟ
絵
絹
御
越
、

七
日
、
陰
、
七（
東
本
願
寺
光
晴
）

条
へ
人
遣
、
其
外
無
事
、「
通
（
補
書
）君

御
方
ゟ
鱧
二
・
茶
一
壺
、」

八
日
、
晴
、
如
春
、
大（
性
真
入
道
親
王
）

門
へ
書
状
并
海
素
麪
遣
、

　
　

官
兵
衛
留
守
之
由

て
人
帰
、
栄
寿
ゟ
梨
二
、

九
日
、
終
日
曇
、
一（
宗
什
）渓
和
尚
へ
四（
奥
田
）郎
五
郎
遣
、
藤
兵
衛
召
遣
処
、
明
日
可
来
之

由
也
、

十
日
、
晴
、
画
工
藤
兵
衛
来
、
女（
徳
川
和
子
、東
福
門
院
）

院
へ
上
ル
絵
彩
色
靏
、�

」

（12オ）	

十
一�

日
、
晴
、
宮
井
道
節
初
来
、
扇
子
壱
箱
、
入
夜
円（
文
智
女
王
）

照
寺
様
へ
伺
公
、
入

夜
雨
、

十
二
日
、
陰
晴
、
時
々
雨
、
東
賀
茂
へ
一（
内
房
）条
殿
参
詣

付
、
使
者
遣
、
大
徳
寺

へ
廟
参
、
其
後
賀
茂
へ
行
、
内（
一
条
内
房
）

大
臣
へ
対
面
、
少
（
マ
ヽ
）慶
ノ
詞
ヲ
聞
、
梅
辻
主

計
来
、
途
中

て
逢
、
円（
文
智
女
王
）

照
寺
様
よ
り
羊
羹
十
、

十
三
日
、
陰
晴
、
雨
、
今
日
絵
彩
色
相
済
付
、
藤
兵
衛
帰
京
、
寺
井
主
税
来�

宿
、�

」

（12ウ）	

十
四�

日
、
晴
、
昌（
里
村
）純
下
向
近
日
付
振
舞
、
相
伴
任
世
・
昌（
里
村
）頓
・
景
経
・
恭
印
、
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お
つ
付
十
句
有
之
、
入
夜
テ
帰
宅
、
女（
徳
川
和
子
、東
福
門
院
）

院
様
へ
花
進
上
、

十
五
日
、
陰
晴
、
無
事
、

十
六
日
、
陰
晴
、
七（
東
本
願
寺
光
晴
）

条
へ
文
・
花
遣
、
一
扇
ゟ
一
儀
一
左
右
有
之
、
将（
藤
木
）監

帰
、

新（
池
田
光
政
）

太
郎
ゟ
谷
川
義〔
儀
〕左

衛
門
使
者
来
、

十
七
日
、
晴
、
右（
粟
津
）近

芳
春
院
へ
遣
、
饅
頭
盛
籠
、二
、
玉（
宗
璠
）舟

七
年
忌
ノ
法
事
付
、

（13オ）	

　
　

�

法（後水
尾
法
皇
）

皇
様
御
機
嫌
窺
、
八
郎
兵
衛
、」
新（
園
国
子
）

中
納
言
殿
迄
進
上
花
色
々
、
新
中

納
言
殿
自
分
へ
鱧
二
、
遣
、
保
田
主（
孝
忠
）膳
帯
下
ノ
薬
所
望
来
、

十
八
日
、
晴
、
四（
奥
田
）郎

五
郎
・
右（
粟
津
）近

芳
春
院
へ
遣
、
冬
貞
一
扇
方
へ
行
、　

法
（
後
水
尾
法
皇
）

皇
様

へ
花
献
上
、
新（
園
国
子
）

中
納
言
殿
桀
二
遣
、

十
九
日
、
陰
晴
、
時
雨
、
地
震
、
図（
山
本
）書
来
、
冬
貞
帰
、
従
法（
後
水
尾
法
皇
）

皇
様
為
御
使
梅
辻

主
計
来
、
花
・
鯛
二
、
拝
領
、
予
位
階
可
申
上
之
由
被
仰
下
也
、
従
其
一（
内
房
）条

（13ウ）	

　
　

殿
行
、
半
刻
計
」
名
字
等
□〔
勘
〕□

□
、
夜
半
計
帰
、

廿
日
、
□〔
晴
〕、

□
〔
今
〕□〔
日
〕□〔
法
皇
カ
〕

□
様
へ
□〔
御
カ
〕礼

院
参
、
名
字
高
辻
三（
豊
長
）位

可
被
勘
□〔
由
カ
〕、

法
（
後
水
尾
法
皇
）

皇
御

所
御
頼
、
御
□〔
取
〕次
梅（
定
矩
）小
路
□〔
御
カ
〕対
面

被
仰
出
者
、
寒
気
御
痛
被
成
之

条
、
無
御
対
面
由
也
、
追
付
退
出
、
一（
内
房
）条
殿
立
寄
、
夕
飯
後
帰
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　

 　
法（後
水
尾
法
皇
）

皇
様
迄
奉

⎝

　
　

廿
一�

日
、
晴
、
今
日
小
折
紙
指
上
、
正
五
位
下
冬
基
、
□
〔
御
〕使
万（
雅
房
）里
小
路
ヲ　

法

（14オ）	

　
　

�

皇
様
へ
被
召
、
両（
日
野
弘
資
・
中
院
通
茂
）

伝
奏
□
梅（定

矩
）小
路
ヲ
被
遣
、
追
付
勅
許
之
由
」
□
刻
□
左

右
、
就
其
出
京
、
院
□〔
参
カ
〕、
□〔
種
カ
〕々

忝
次
第
大
慶
ノ
段
、
難
□〔
尽
〕筆
、
夜
入
帰
、

門（
東
本
願
寺
光
晴
）

主
ゟ
左
門
、
海
老
、
弁（

一
条
昭
良
女
、東
本
願
寺
光
瑛
室
カ
）

君
ゟ
鯛
・　
　

た
い
ら
き
、

廿
二
日
、
晴
、
位
階
勅
許
為
礼
、
四（
奥
田
）郎
五
郎
殿（
鷹
司
房
輔
）

下
・
万（
雅
房
）里
小
路
・
両（
日
野
弘
資
・
中
院
通
茂
）

伝
・
高（豊

長
）辻

遣
、
豊（
高
辻
）長
者
海
老
十
遣
、
昨
日
之
返
答
八（
菅
原
）郎
兵
□〔
衛
カ
〕□
之
遣
、
通
君
御
方
ゟ

（14ウ）	

　
　

�

□
左
衛
門
使
、
小
袖
二
、
□
□
樽
□
荷
内
□〔
府
カ
〕□
□
□
□
□
□
大
樽
壱
荷
・
」

昆
布
・
す
る
め
・
馬
太
刀
、
前（
一
条
教
輔
）

右
府
殿
ゟ
鱧
、二
、
使
右
（
下
橋
）兵〔平

カ
〕次
、
何
も
祝
義

也
、
安
兵
衛
鯛
、二
、 

三
郎
兵
衛
鯛
、一
、

（
平
出
）

廿
三
日
、
晴
陰
、
保
田
主（
孝
忠
）膳

慶
賀
来
、
就
其
、
内（
一
条
内
房
）

大
臣
殿
ゟ
伝
言
、
烏
帽
子
給
、

口
宣
安〔
案
〕来
、
近（
堀
川
弘
忠
）

江
慶
賀
来
、
円
光
院
ゟ
使
、
主
膳
者
朝
飯
相
伴
、
図（
山
本
）書
来
、

主（
寺
井
）税

蜜
柑
五
十
、
藤
木
将
監
夜
入
来
、
壁
ぬ
り
来
、
右（
粟
津
）近　

法（
後
水
尾
法
皇
）

皇
様
へ
」

（15オ）	

　
　

�

進
上
御
肴
鯛
二
、
御
取
次
新（
園
国
子
）

中
納
言
殿
、
一（
内
房
）条

殿
樽
壱
荷
・
鳧
二
羽
・
昆

布
、
通
君
御
方
へ
海
老
廿
・
昆
布
・
樽
壱
荷
、
使
右
近
、
昌（
里
村
）純

へ
餞
別
丹

後
絹
壱
疋
・
大
鯛
壱
ツ
、
使
同
人
、
木
村
主
計
秉
燭
来
、
無
対
面
帰
、

廿
四
日
、
晴
、
里
村
昌
純
・
木
村
主
計
・
下
橋
右
平
次
・
辻
二
郎
左
衛
門
鯛
二

尾
、
中〻
納〻
言〻
中
山
少（
篤
親
）将

ゟ
鱧
、貳
ツ
、
叙
爵
慶
賀
、
河
端
安
芸
鯒
五
ツ
、
是

（15ウ）	

　
　

�

も
慶
賀
、
梅
辻
主
計
鯛
、一
、」
寺
井
主
計
帰
京
、
図（
山
本
）書

、来　

将（
藤
木
）監

帰
、

廿
五
日
、
陰
、
今
朝
安（
河
端
）芸
帰
京
、
三
郎
兵
衛
同
、
恭
印
羊
羹
五
、万
蔵
院
召
、

判
行〔
形
〕勘

、
魚
屋
又
兵
衛
為
慶
賀
鯛
、一
、
昌（
里
村
）純

ゟ
鱧
、一
尾
、
耕（
入
江
）斎

漢
和
一
順

越
、
素
程
見
舞
鱧
二
、
遣
候
処
、
去
ル
廿
日
相
果
之
由
申
候
、
山
本
利
兵

衛
方
ゟ
申
越
、
晩
来
恭
印
帰
、
下
々
夕
飯
振
舞
、

廿
六
日
、
終
日
雨
下
、
亀
・
松
・
岩
慶
賀
来
、
宿
、
鱧
・
憔
・
壬
生
・なつ
鱧
・�

蛤
、�

」

（16オ）	

廿
七
日
、
晴
、
梅
辻
主
計
来
宿
、

廿
八
日
、
主（
梅
辻
）計
今
朝
帰
、
寿
程〔
貞
カ
〕来
、
神
泉
苑
ゟ
使
、
菓
子
十
袋
、

廿
九
日
、晴
保
田
主（
孝
忠
）膳
・
堀
川
近（
弘
忠
）江
・
入
江
三（
則
定
）河
・
溝
口
隼
人
・
下
橋
右
平
次
・

湯
浅
又
右
衛
門
、
何
も
料
理
ヲ
振
舞
、
為
今
度
之
賀
表
也
、

　
　
　
　

極
月
朔
日

晴
、
里
村
昌
陸
、
木
翁
、
伊
せ
屋
源
兵
衛
鯛
、二
、�

」

（16ウ）	

□〔
二
〕日�
、
不
白
焼
香
南
禅
□〔
寺
〕へ
行
、
□
〔
木
〕翁
同
道
、
其
ゟ
七
条
□
□
守
主
・
□〔
三
カ
〕河
・

右（
下
橋
）平
次
先
日
之
礼
来
、
杏
善
院
□
菓
子
持
参
、
内（
一
条
）房
公
ゟ
書
状
来
、
七
（
東
本
願
寺
光
晴
）

条
へ

持
せ
越
処
、
道
路

違
、
又
弁（
一
条
昭
良
女
、東
本
願
寺
光
瑛
室
カ
）

君
持
せ
被
越
也
、

三
日
、
陰
晴
、
朝
飯
後
出
京
、
一（
内
房
）条
殿
て
證
〔
称
〕号
之
談
也
、
甲〔
申
〕ノ
上
刻
計
帰
、

今
日
ゟ

賀
茂
・

神
宮
無

血
成
、
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守
主
・
中
左
衛
門
・
金
兵
衛
来
、
蜜
柑
、一
折
、�

」

（17オ）	
□〔
四
日
〕□�
、
一
扇
ヲ
□〔
召
カ
〕遣
、
貞
意
ヲ
召
遣
処
、
追
付
来
、
右
兵
衛
同
道
、
鯛
一
尾
神

□
□
□
今
日
□
□
□
色つ
ほ
の
□
□
□
、

五
日
、
終
日
雪
・
□
〔
霙
〕霏

々
、
瑞
泉
庵
□
振
舞
行
、
相
伴
高
辻
三（
豊
長
）位

・
玄
長
・
□〔
章
カ
〕□

座
□
□
等
有
之
也
、
大
津
官
兵
衛
□
□
□
鯛
一
尾
遣
、
不
白
在
世
ノ
時
分

ゟ
□〔
借
カ
〕置

屏
風
□
□
□
□
□
一
扇
来
、
□
神
崎
瀬
兵
衛
、

□〔
六
〕日
、
晴
、
貞
意
通
□〔
君
〕御
方
へ
□〔
使
〕、�

」

（17ウ）	

　
　

�

梅
小
路
中（定

矩
）納
言
へ
む
し
か
れ
い
一
籠
遣
、
使
者
管
□〔
原
〕八

郎
兵
衛
、
夜
入　

安（
河
端
）芸
・
主
（
梅
辻
）
計
来
、

七
日
、
晴
天
、
大
嶋
隼
人
先
日
之
礼
来
、
梅（
定
矩
）小

路
ゟ
使
、
安（
河
端
）芸

・
主（
梅
辻
）計

帰
京
、

三
益
来
、
藤
木
将
監
出
京
、
四（
奥
田
）郎

五
郎
私
出
京
、

八
日
、
終
日
雨
下
、
四（
奥
田
）郎
五
郎
夜
入
か
へ
る
、
三
益
今
朝
帰
也
、

九
日
、
晴
、
位
階
之
祝
義
右（
粟
津
）近

・
四（
奥
田
）郎

五
郎
・
三（
小
蔵
）太

夫
・
八（
菅
原
）郎

兵
衛
等
予
ヲ

　
　

振
舞
、
一
汁
三
菜
、

（18オ）	

　
　

�

円（文智
女
王
）

照
寺
様
へ
文
、
文
伯
下
向
付
御
里
坊
迄
遣
、」□
□
□
へ
文
遣
、
ひ
ら

こ
一
つ
ほ
、

十
日
、
陰
晴
、
堀
川
近（
弘
忠
）江
来
、
准（
清
子
内
親
王
）

后
宮
昨
夕
被
卒
由
也
、
就
其
、　

法（
後
水
尾
法
皇
）

皇
へ
院
参
、

但
一（
内
房
）条
殿
ゟ
留
来
、
途
中
ゟ
帰
、
智
恵
光
院
へ
立
寄
、
右（
粟
津
）近
梅（
定
矩
）小
路
へ

遣
、　

法
皇
窺
御
機
嫌
、
准
后
御
弔
者
態
不
申
上
、

　

 

「
伊
（
補
書
）勢
田
半
左
衛
門
位
階
之
祝
義
小
鯽
廿
五
、・
牛
房
一
折
、」

□〔
十
〕一
日
、
□〔
晴
〕、
東
福
寺
一
山
ゟ
予
位
階
之
祝
義
樽
壱
荷
・
蜜
柑
壱
籠
・
昆
布
一

折
、

　
　

惣
代
寔
西
等〔
堂
〕・
珠
西〔
堂
脱
〕両
人
来
、
寔
引
合
十
帖
持
参
、
昌
玄
地
黄
煎
壱
曲

曲
物
持
参
、�

」

〔
前
脱
〕

午
ノ
刻
計

□
□
院

行
□
時

相
伴
□
□
、

（18ウ）	

　

 

（
約
一
行
分
空
白
）

延
宝
二
年
十
二
月
十（
マ
ヽ
）日
迄

　
　
　
　

正
五
位
下

　
　
　
　
　
　

藤
原
冬
基

　

 

（
約
四
行
分
空
白
）
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〔
翻
刻
　
冬
基
卿
記
紙
背
文
書
〕

一
　
光
子
内
親
王
消
息
　（
折
紙
、
表
紙
裏
）

の
ゝ
ち
は
久
し
く
文

て
も
申
□
い
ら
せ
候

て
、
御
と
お
〳
〵
し
さ
、

さ
し
た
る
事
も
お

し
ま
し
候
は
ね
と
も
、」

い
ま
た
は
て
し
も
な
き

さ
む
さ
に
て
お

し
ま
し
候
、
御
き
け
ん
よ
く
な
ら
せ
ら
れ
候
や
、
う
け
給
た
く

候
、」

候
へ
く
候
、
弁
（
一
条
昭
良
女
、東
本
願
寺
光
瑛
室
カ
）

君
さ
ま

も
御
そ
く
さ
い
候
や
、

候

て

候
、

此

の
お
け

」

入
ま
い

ら
せ
候
、
こ
の
こ
ろ
一
し
ほ
御
と
お
〳
〵
し
さ
、
あ
ま
り
〳
〵
御
ゆ
か
し
さ
、
一

ふ
て
申
ま
い
ら
せ
候
、
わ
た
く
し
も
無
事

さ
ふ
ら
ひ
ま
い
ら
せ
候
ま
ゝ
、
御
心

や
す
く
覚
し
め
し
候
へ
く
候
、
か
し
く
、

	

ゑ（
恵
観
、一
条
昭
良
）

く

ん
さ
ま

て

		


あ（
緋
宮
、光
子
内
親
王
）

け

二
　
池
田
光
政
書
状
　（
折
紙
、
第
一
丁
裏
）

私
娘
祝
言

付
、
従（
平
出
）

　

□〔
様
〕被
成
御
祝

□〔
太
〕刀
御
馬
代

□〔
領
〕誠

以
忝

□〔
奉
〕存
候
、
近
日

□〔
御
〕礼
可
申

□
〔
可
〕□〔
然
〕」

仰
候
、
恐
々

謹
言
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

備
前
少
将

	

七
月
十
六
日	

光（
池
田
）政
（
花
押
）

	

高
津
四
郎
五
郎
殿

（
折
裏
）

（
表
ニ
戻
ル
）

（
折
裏
）

三
　
池
田
光
政
書
状
　（
折
紙
、
第
二
丁
裏
）

為
念
頭
之
御
祝
儀
当
地
御
使
者
就
被
成
御
指
越
、
従
恵（
一
条
昭
良
）

観
様
被
成
下
御
書
、
殊
御

薫
一
器
致
拝
領
、
冥
加
之
至
、
忝
奉
存
候
、
如
尊
慮
、
私
儀
御
暇
被
下
候
処
、

」□
可
然
様
御
取
成
□
〔
所
カ
〕仰

候
、
猶
入
江
三
（
則
定
）河

申
上

候
、
恐
々
□
〔
謹
〕言

、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

備
前
少
将

	

□
月
廿
八
日	

光（
池
田
）政
（
花
押
）

	

□〔
高
〕津

四
郎
五
郎
殿

四
　
池
田
興
輝
書
状
　（
折
紙
、
第
三
丁
裏
）

啓
上
候
、
先
以

様
御
機
嫌
能

御
座
候
旨
承
、

奉
存
候
、
然
者
、

様
少
し
御
不
例

御
座
候
処
、
早
々

勝
候
旨
、
目
出
度

存
、
為

御
悦
如
此

」謹
言
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

松
平
三
左
衛
門

	

十
月
十
六
日	

興（
池
田
）輝
（
花
押
）

	

高
津
四
郎
五
郎
殿

五
　
大
沢
基
将
書
状
　（
折
紙
、
第
四
丁
裏
）

　

前
関
白
様

之
為
年
頭
之
御
祝

御
使
者
以
御
太
刀

可
被
為
進
候
付
、
私
式
へ
も

書
、
殊
御
薫
物
致

領
、
誠
以
辱

頂
戴
仕

□
〔
書
〕
面
之
趣
、
老
中

則
達　

候
之
処
、
御
満
悦
之

御
座
候
、　

へ
入
江
三（
則
定
）河
守
被

首
尾
好
御
暇
乞

罷
上

□〔
事
〕御
座
候
、」

御
序
之
刻
□〔
可
〕然
様
御
取
成
、
所
希
候
、
委
細
御
使

者
可
為
演
説
候
、
恐
々
謹
言
、

〔
一
書
カ
〕

（
平
出
）

（
平
出
）
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大
沢
兵
部
大
輔

	

卯
月
廿
七
日	

基
将
（
花
押
）

	
　
　
（
則
定
）

	
□〔
入
江
三
河
守
殿
〕

□
□
□
□
□

六
　
江
雲
宗
龍
書
状
　（
折
紙
、
第
五
丁
裏
）

翰
謹
拝
読

貳
領
頂
戴
、

厚
恩
不
知
謝

抑　

起
居
泰
然

至
檮
如
蒙

愚
子
年
来

可
為
西
方
行

処
漂
東
海

日
存
命
□〔
他
カ
〕時

之
生
涯
□
□
」

拝　

尊
（
平
出
）

顔
者
必
也
、
恐
惶
謹
言
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

江
雲

	

初
夏
念
八
日	

宗
龍
（
花
押
）

	

入
江
三（
則
定
）河

守奏
達殿

七
　
目
録
　（
竪
紙
、
第
六
丁
裏
）

　
　

一
は
こ十
そ
く
入

　
　

上

八
　
伊
達
秀
宗
書
状
　（
折
紙
、
第
七
丁
裏
）

家
門
様
御
当
地
御
使
者

進
被
成
下　

為
当
春
之

物
拝

領

候
、

		


伊
達
遠
江
守

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
眩
痺
申
候
故
、
乍
□
□
以
印
判
申
上
候
、

（
平
出
）

（
平
出
）

	

廿
四
日	

秀
宗
○（

黒
印
）

　

	

主（
孝
忠
）膳

□〔
殿
カ
〕

　

	

　
　
　

  

九
　
某
消
息
　（
折
紙
、
第
八
丁
裏
）

大（
一
条
昭
良
）

御
所
様
よ
り
御
書
な
し
下
さ
れ
、
こ
と
に
御
た
き
物
・
御
樽
代
の
御
も
く
ろ
く
、

い
た
ゝ
き
ま
い
ら
せ
候
事
、
か
た
し
け
な
さ
」□〔あカ

〕ま
り
に
〳
〵
め
う
か
お
そ
ろ
し

く
存
候
、

ん
し
ま
い
ら
せ
候
、
御
き
嫌
よ
き
御
事
、

せ
給
お
よ
ひ
、
め

て
た
く
そ
ん
し
ま
い
ら
せ
候
、
か
し
く
、」

お
た
よ
り
は
お
そ
れ

お
ほ
く
そ
ん
し
ま
い
ら
せ
候
へ
共
、
ま
こ
と
□
〳
〵
め
う
か
の
程
、
お
そ
れ
入
ま

い
ら
せ
候
、

□
ね

て
、
有
か
た
く
存
候
、
い
よ
〳
〵
右（
一
条
教
輔
）

大
臣
さ
ま
・
」

御
所
さ
ま
・

さ
ま
・

さ
ま
御
き
け
ん
よ
く

は
ん
し
や

う
の
□
□〔
事
〕

て
、
め
て
た
く
そ
ん
し
ま
い
ら
せ
候
、

　
　

一
〇
　
某
書
状
　（
竪
紙
、
第
九
丁
裏
）

御
報
之
趣
、
令
拝
閲
候
、
江
次
第
可
令
返
進
候
也
、
誠
永
々
抑
留
、
恐
悦
候
、
則

令
返
進
候
、
近
日
御
出
京
之
様
承
候
間
、
万
事
其
節
可
得
御
意
候
、
か
し
く
、

	

四
月
十
一
日

一
一
　
米
田
是
長
追
而
書
　（
折
紙
、
第
十
丁
裏
）

追
致
啓
上
候
、
乍
御
報
、
三
月
十
一
日
之
御
状
先
日
相
達
、
致
拝
見
候
、
今
度

拙
父
監（米
田
是
季
）

物
儀
以
之
外
相
煩
申
付
、
藤
木
駿
河
儀
、　

御（一条
昭
良
）
所
様
御
才
覚
を
以
若
御

〔
保
田
〕

（
折
裏
）

（
表
ニ
戻
ル
）

（
折
裏
）

（
平
出
）
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下
シ
被
成
□
儀
も
成
可
申
哉
と
、
貴
様
迄
申
入
候
付
、
則
被
達（
平
出
）

　

貴
聞
候
之�

処
、
駿
河
儀
者　

仙（
後
水
尾
上
皇
）

洞
様
御
用
繁
、
其
御
地

て
も
自
余
へ
被
遣
候
儀
無
御
座

候

付
、

」

奉
存
候
、
其

他
ゟ
も

□
□
岡
本
松
庵

□〔
道
カ
〕・

武
田
岌（
信
勝
）渕

日
も
古
林
立
庵

□
仰

を
申
下
候
得
共
、

□
無
之
内
監
物

復
々
□
奉
存
候
、

上
を
申
候

つ
る
、
今
程

能
罷
在
□
□

右
之
趣
、　

御
前

之
刻
可
然
様

可
被
下
候
、
恐
惶

、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

米
田
助
右
衛
門
尉

	

□〔
月
〕十

日	

是
長
（
花
押
）

	

主
（
孝
忠
）膳人々

御
中
様

一
二
　
酒
井
忠
清
幷
阿
部
忠
秋
連
署
状
　（
折
紙
、
第
十
一
丁
裏
）

関
白
殿
御
書

就　

□〔
儀
〕御
追
遠

□〔
大
〕乗
経
一
部

御
備　

候
、
右
之
趣
遂

被
入
御
念
候
段
、

□
〔
之
〕

御
事
候
、
此
由

候
、
恐
々
謹
言
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

□
〔
阿
〕部
豊
後
守

	

□〔
日
〕　	

忠
秋
（
花
押
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

酒
井
雅
□〔
楽
〕頭

		


忠
清
（
花
押
）

一
三
　
某
消
息
　（
折
紙
、
第
十
二
丁
裏
）

の
こ
と
く
、
そ
の
ゝ
ち
は
う
ち
た
え
□〔
と
〕お
〳
〵
し
さ
、
御
ゆ
か
し
き
お
り
ふ

し

ほ
し
め
し
よ
り
、
こ
ま
〳
〵
と
の
文
の
や
う
」 

御（
折
裏
）う
れ
し
く
そ
ん
し
候
、

ま
こ
と

此
ほ
と
は
さ
う
〳
〵
し
き
雨
風

て
候
つ
れ
と
も
、
そ
こ
程
御
無
事
の

〔
保
田
〕

（
平
出
）

（
平
出
）

よ
し
、」 

さ（
表
ニ
戻
ル
）

て
も
そ
く
さ
い

覚
し
め
し
よ
り
、
御
ね
ん
こ
ろ

こ
ま
〳
〵
御
人

下
さ
れ
候
、
か
た
し
け
な
く
候
、
か
し
く
、
其
御
所
さ
ま
御
機
け
ん
よ
く
候
よ
し

う
け
給
、
何
よ
り
め
て
た
く
」 

御（
折
裏
）う

れ
し
く
そ
ん
し
候
、

入

、
し
や
う
く

ん
申
ま
い
ら
せ
候
こ
と
く
、
こ
な
た
よ
り
こ
そ
御
み
ま
ひ

御
人

て
も
申
候

ん
を
、
何
か
と
い
つ
も
〳
〵
御
返
事

の

成
ま
い
ら
せ
候
、
返
々
か
し
く
、

一
四
　
池
田
光
仲
書
状
　（
折
紙
、
第
十
三
丁
裏
）

今
度
御
縁
辺
儀
被　

仰
出
、
目
出
度
奉
存
候
、　

関
白
様
御
機
嫌
能
可
被
成
御
座
、

奉
察
候
、
御
次
之
刻
可
然
様
御
心
得
、
頼
存
候
、
恐
惶
謹
言
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

松
平
相
模
守

	

十
月
十
六
日	

光（
池
田
）仲

（
花
押
）

	

□〔
入
江
権
少
輔
様
〕

□
□
□
□
□

一
五
　
池
田
行
成
書
状
　（
折
紙
、
第
十
四
丁
裏
）

啓
上
候
、
先
以

□
〔
家
カ
〕門
様
御
機
嫌
好

御
座
之
旨
、
目
出
度

候
、
然
者
、
従　

様
・　

宮
様
御
縁

之
儀
被
為　

仰
合

目
出
度
奉
存
候
、

門
様
御
感
悦
、
乍
恐

□〔
察
カ
〕候
、
是
式
如
何
御

座
候

為
御
祝
儀
海
月
一
桶

度
候
、
御
次
之
刻
御
披

□〔
奉
〕憑
候
、

恐
惶
謹
言
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

池
田
美
作
守

	

月
廿
五
日	

行
成
（
花
押
）

	

（
平
出
）

©2013 Historiographical Institute(Shiryo Hensan-jo)The University of Tokyo



東京大学史料編纂所研究紀要　第23号　2013年３月 262（　 ）

一
六
　
某
書
状
　（
竪
紙
、
第
十
五
丁
裏
）

□〔
今
カ
〕日
之
御
祝
義
珍
重
存
候
、
今
晩
伺
公
候
へ
と
も
、
少
今
日

気
□〔
色
カ
〕□
□
□
□〔
之
〕節

存
候
、
近
日
□
□
□
□
□
□
伺
公
、
殊
此
□
本
、
当
年

去
年
よ
り
御
か
へ
し

懸
御
目
候
、
尚
々
期
参
入
之
時
存
候
、
か
し
く
、

	

九
月
一
日

一
七
　
松
平
信
綱
書
状
　（
折
紙
、
第
十
六
丁
裏
）

□
〔
条
〕関

白
殿

被
下
、
致
拝
見
候
、

□
〔
年
カ
〕頭

之
御
祝
儀

一
器
拝
受
、

誠
以

□〔
入
〕御

念
之
段
、
忝

冥
加
至
極
奉
存
候
、

趣
、
宜
預
御
□〔
披
〕露

候
、

謹
言
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

松
平
伊
豆
守

	

月
廿
六
日	

信
綱
（
花
押
）

	

□〔
保
〕田
主（
孝
忠
）膳
殿

一
八
　
徳
川
頼
房
書
状
　（
折
紙
、
第
十
七
丁
裏
）忝

致

更
一
器

誠
以

□〔
御
〕　

□〔
段
カ
〕不
浅

候
、
如

之

御

」

恐
惶
謹
言
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

水
戸
中
納
言

	

三
月
廿
六
日	

頼（
徳
川
）房
（
花
押
）

	

　
　
（
兼
遐
）

	

□〔
一
条
関
白
殿
〕

□
□
□
□

一
九
　
某
書
状
　（
竪
紙
、
第
十
八
丁
裏
）

此
薫
袋
、
只
今
左
少
弁
為
勅
使
入
来
、
如
例
年
御
拝
領
之
事
候
、
則
令
進
献
候
、

弥
御
勇
健
之
御
事
候
哉
承
度
存
候
、
万
般
近
日
御
出
京
之
節
可
得
貴
意
候
、
か
し

く
、

	

五
月
廿
四
日
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